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序章　はねっかえり王女の政略結婚












「結婚相手が決まったぞ」

　謁見の間に呼び出されたアイリーン・グラッドストン王女は、目の前の玉座に腰かける父王アドルフ・グラッドストンから、ようやくこの言葉を聞かされることになった。アイリーンはもう二十歳、行き遅れと言ってもいい年ごろになっていたので、彼女が用意していた答えはたったひとつである。

「はい、お父さま！　わたくし、このカッシング王国の威信と存亡をかけて、政略結婚の任務をまっとうして参りますわ！」

「…………」

　そう意気込むアイリーンに不安しかないアドルフだったが、「コホン！」と咳払いしてから話を続けた。

「で、お前の相手だが、隣国ドノヴァンのセオドリック・オールディス王だ。お前より一回り年上になるが――」

「まああ！　王さまではありませんか！　ではわたくしは、ゆくゆくは王妃に！」

　アイリーンはテンション高く、キラキラと目を輝かせる。

「しかもドノヴァンの王と言えば、堅物ゆえに寵姫ちょうきを持たず婚期を逃してきたことで有名……そんな方が、なにゆえ行き遅れのわたくしなどをお召しに？」

　きょとんとするアイリーンの質問に、こればかりはアドルフも答えを持ち合わせていなかった。

「それが早馬から届いた知らせでは、セオドリック王たっての希望なのだという……アイリーン、お前の性格のことは王自身は知らないらしい。カッシング王国の第一王女として行き遅れているからこそ、同情してくれたのかもしれんが……実のところはわからんのだ」

「性格って……ひどいですわ、お父さま！　わたくしはいつでも故国を憂い、誠心誠意尽くして――」

「わかっておる！　お前の主張はもうよい。そういう積極的すぎるところをもう少し控えたほうがよいな、可愛いアイリーンよ」

　アイリーンはむっとして、アドルフに食ってかかる。

「確かにわたくしは自己主張が少しばかり強く、世間ではおてんばだのはねっかえりだのと言われておりますが、王女としての礼儀や礼節は何よりも重んじているつもりですわ！」

　アドルフは大仰に、はあっと溜息をついた。

「……わかっておる。だからその性格さえ除けば、どこに出しても恥ずかしくない娘だ。これまで数々の縁談を断られてきたのは、その性格のため……どうかドノヴァンではおとなしくして、離縁などされぬよう精進してくれ」

「はい！　お任せください」

　淑女としての礼ではなく、敬礼するアイリーンを見て、アドルフがやはり頭を抱えたくなったのは言うまでもない。









　カッシング王国、第一王女アイリーン・グラッドストン。

　ロングのストロベリーブロンドの髪に紺碧の瞳を持つ整った顔立ち、陶磁器のような白い肌にはシミどころかほくろさえひとつもなく、ほっそりとした肢体に豊満な胸を持ち、容姿は女性として完璧といっても差し支えない。

　また天然なところがあるのか、いつまでも初心を忘れない節がある。二十歳になっても純真無垢さを失わない彼女はしかし、性格がかなり個性的だった。

　まずは健康にいいからということで、騎士団の訓練に参加する。無論、騎士たちは困惑しているが、アイリーンは構わず剣を振るい、身体を鍛えていた。さらに自ら調理場に立ったり衣装室に潜り込んだりして、良妻賢母になると称して料理に裁縫にと精を出している。

　つまりアイリーンは、完璧な女性を目指しているのだ。もちろん王女としての教育も受けており、自分の立場や与えられた使命についてはしっかりと理解している。でも根っから情に厚いアイリーンは、困っているひとを放っておけない。

　騎士団の訓練に顔を出すようになったきっかけも、最初はケガをして訓練に出られなくなった一兵士の代わりだった。料理は重症のヤケドを負った調理人の、裁縫は針で指を刺した侍女の役に立ちたいという理由で始めたことだ。

　そんなアイリーンを人々は〝おてんば〟や〝はねっかえり〟だと思いつつも、天然で心優しい王女だと評していた。

　アイリーンの妹たちはとうにそれぞれ嫁いでおり、残されたのは長女の彼女だけ。カッシング王国ではアイリーンの兄が次期国王となることが決定しているため、国内はしばらく安泰だ。父のアドルフにできることはドノヴァンとの関係が悪化しないよう、アイリーンの婚姻の成功を祈り、彼女を着飾らせることだけだった。

















一章　結婚相手と初対面












　馬車で二日間揺られたあと、ドノヴァン王国への国境を越えた。いよいよ新天地に差しかかり、アイリーンの気持ちは弾む。

（セオドリックさまはどんな方なのかしら……!?）

　わくわくしながら窓の外を見ると、ドノヴァン王国の美しく近代的な街並みを見渡すことができた。どうやら落ち着いたカッシング王国よりも、かなり都会的であるらしい。

「アイリーンさま。もう間もなく到着するということです」

　隣を併走する馬の伝令から聞かされたブレンダが、アイリーンに言った。

　ブレンダはカッシング王国から連れてきた、アイリーン付きの侍女のひとりである。十八歳と若いが、アイリーンとは姉妹のように育ってきた。このたびの婚姻に際し、彼女のほうから同行したいと申し出があったのだ。

　金髪の三つ編みにそばかすが目立つブレンダは、緊張しているのか深呼吸する。

「なあに、ブレンダ。緊張しているの？」

「当たり前です。これから新しい生活が始まるのですよ。緊張なさらないほうがおかしいです」

「あら、わくわくしているわたくしはやっぱりおかしいのかしら？」

　アイリーンがきょとんとすると、ブレンダがはあっと溜息をついた。

「そこがアイリーンさまのよいところでもありますが、どうか婚約破棄などにならないように、王さまの前では淑女を演じてくださいね」

「まあ、心外ね！　わたくしは淑女ですわ!!」

「はいはい」

　ブレンダの返事もおざなりになり、アイリーンがむうっと口を尖らせる。

　しかし今度ばかりは失敗できないと、アイリーンとてわかっているのだ。相手はドノヴァンの王、セオドリック。王子や公爵などではない。一国を治める王さまなのだ。これを破談にしてしまえば、外交問題にまで発展しかねない。つまりカッシング王国の立場すら危うくなってしまうおそれがあった。

（カッシング王国のためにも、がんばらなくちゃね！）

　そう気合いを入れている最中にも、馬車は王城へと進んでいく。









　王城に着き、城を案内してくれたのは、この国の宰相だというバージルだった。小太りで禿頭のバージルはしかし、アイリーンのことをよく思っていないのか、終始冷たい態度だ。

「――こちらの廊下を進むと、王女さまの私室になります。ご用の際はベルを鳴らしてもらえれば、侍女がやってきますので、そこで……」

「…………」

　アイリーンは自分が〝王妃〟ではなく〝王女〟と言われたことに引っかかった。

（確かにまだ結婚していないけれど、未来の王妃に向かってその言い方はないわよね）

　ブレンダも同じように思ったらしく、アイリーンに目配せしてくる。

　これまでブレンダの忠告通り、ボロが出ないよう黙っていたが、思わず口を開いてしまう。

「バージル宰相。このたびの婚姻は、縁談ではなくすでに決まったものだと聞きましたわ。それもセオドリック王たってのご希望だとか……それならばわたくしの私室も、セオドリック王と一緒になるのではありませんの？」

　しかしこの質問にも、バージルは冷たく答えた。

「我が国ではたとえ王妃と言えども、王とは寝室を別にしていただいております」

「それには何か理由があるのですか？」

「無論です。王には多くのご側室をお迎えして、子作りに励んでもらわなければなりませんので」

「……なるほどですわ」

　側室という言葉にトゲを感じたが、アイリーンは口を挟まないよう言葉を呑み込む。

（堅物とお噂のセオドリックさまは、寵姫をお迎えするおつもりなのかしら……？）

　純真無垢なアイリーンは、故国の父母のような、死がふたりを分かつまでお互いを想い合う関係が望ましいと思っていたので、若干拍子抜けてしまう。

「ここが謁見の間になります。玉座にて王がお待ちです」

　バージルに言われ、アイリーンははっと我に返る。考えているうちに、ついにセオドリックと対面のときがやってきていた。

　ブレンダがそっとアイリーンの髪を直し、ささっとドレスの皺を伸ばす。

「ご準備はよろしいですか？」

「はい、宜しくお願いいたします」

　バージルが両開きのドアを開き、中に通された。

　赤い絨毯が敷かれた向こうに、玉座がふたつ並んでいるのが見える。そしてそのひとつに、セオドリックと思われる壮年の男が腰かけていた。

　バージルがアイリーンの到着を告げ、アイリーンはそそと淑やかに玉座までの道を歩いていく。段々近くなるセオドリックを見つめ、アイリーンはほうっと小さく嘆息した。

　セオドリックは王冠を載せた長い黒髪をひとつに束ね、涼しげな目元をこちらに向けている。目鼻立ちのはっきりした顔立ちは凜々しく、まさに王にふさわしい威厳があった。セオドリックもまた、近づいてくるアイリーンを見つめている。

（まあ、なんて素敵な殿方なのでしょう！　こんな方の妃になれるなんて、わたくしは幸せ者ですわ!!）

　しかしそんな思いは、間もなく沈むことになった。

　玉座の前で跪いたところで、セオドリックが口を開く。

「そなたが、アイリーン・グラッドストンか？」

　名を呼ばれたことに、嬉々としてアイリーンは顔を上げた。

「はい！　わたくしがカッシング王国から参りましたアイリーン・グラッドストンです！　セオドリック王におかれましてはご機嫌麗しく――」

「……よい」

「え――」

　セオドリックに遮られ、アイリーンは目を大きく見開いて固まる。

「堅苦しい挨拶は必要ない。そなたが我が妃だとわかればそれでいい」

「は、はあ……」

　ぽかんと口を開き、アイリーンは困惑していた。

（ずいぶん口数が少ないお方……堅物というお噂は本当だったのね）

「結婚式は翌週の同じ時間になる。以上だ。下がってよい」

「えっ!?」

　アイリーンは驚き、つい身を乗り出してしまう。

「ま、まだわたくしの紹介が何も……！　わたくし、道中ずっと考えておりましたのです！　セオドリックさまにお会いしたら、何をお話しようかと。ですから――」

「王が下がれとおっしゃっているのですよ！　アイリーン殿、無礼が過ぎますぞ」

「バ、バージルさま……っ」

　宰相バージルに言われ、アイリーンは渋々礼を取って踵を返した。途中、ちらりとうしろを向いたが、セオドリックは側近と話をしており、もう自分になど興味はなさそうだ。

（会話なんて会話、なかったわ……それに一回りも年上なのに……本当にうまくやっていけるのかしら？　せめてもうちょっとわたくしに興味を持ってくださったらいいのに……）

　そのことに寂しさを覚えながら、アイリーンは静かに下がっていった。









　翌日の早朝、アイリーンはブレンダに着替えを手伝ってもらってから、さっそくセオドリックの元に向かう。昨日は軽くあしらわれてしまったものの、アイリーンは根っから積極的かつ前向きなので、何とかしてセオドリックと会話をしようと意気込んでいた。

　こんな時間に陛下の謁見の取り次ぎを頼まれて戸惑う衛兵たちに頭を下げて頼み込み、アイリーンはセオドリックの私室のドアを叩く。

「セオドリックさま！　おはようございます、わたくしです。アイリーン・グラッドストンです！」

　しばらく沈黙が続いたが、やがて中からドアが開き、むっつりと不機嫌な顔をしたセオドリックが姿を現した。長い髪を下ろし、寝間着の状態だったが、そんな姿にわずかながらもときめきを感じてしまうアイリーンなのである。

「……こんな早くに何用だ？」

「陛下、今日はいいお天気ですわ！　朝食の準備が整うまで、お散歩などいかがですか？」

　アイリーンがにっこり笑って誘うも、しかしセオドリックは「結構だ」と言ってぴしゃりとドアを閉めた。

　閉ざされた扉を前に、アイリーンがその場で固まる。

　付き添っていたブレンダが、おそるおそるといった態で声をかけてきた。

「アイリーンさま……お気を確かに――」

「次は朝食の席ね」

　ブレンダの心配をよそに、アイリーンはまったくくじけていない。それどころか、邪険にされたことで余計に火がついてしまった。

　ドドドドッとドレスをさばいてはしたなくも走っていくアイリーンを、ブレンダは急いで追いかける。

「ア、アイリーンさま!?　今度はどちらへ行く気なのですか!?」

「調理場ですわ。わたくしの手料理を振る舞って、セオドリックさまに興味を持ってもらうのです」

「さ、さすがにカッシングとは事情が違うと思いますよ！　こちらの料理人たちが姫さまを調理場に入れてくれるかどうか――」

「誠心誠意頼み込めば、何事もうまくいくものです」

　アイリーンはやはり、くじけないのであった。ポジティブなのが彼女の魅力でもあるが、城の中の者たちにとってはいい迷惑である。

　調理場に着くと、料理長たちは当たり前だが驚いていた。いまは朝食の準備の真っ最中で、普通であれば他国の姫などに構っていられる時間などない。

　しかしアイリーンはここでも無茶を承知で頭を下げて頼み込み、セオドリックの朝食を作らせてほしいと申し出た。

　さすがにそれは安全面でも衛生面でも無理だと断る料理長だったが、そのときにはアイリーンはもうエプロンを着けて袖をまくり、調理場に足を踏み入れていた。

　仕方なくアイリーンを受け入れた料理長の指導の下、こうしてアイリーンはセオドリックの朝食を作ることに成功する。メニューはほとんどカッシング風に味付けした。できれば故国の味を、セオドリックにも知ってもらいたかったのである。

　食堂にセオドリックが現れると、テーブルの上にはすでにアイリーン特製、カッシング風料理が並んでいた。

「……これはなんだ？」

　セオドリックが怪訝そうに側近に尋ねる。

　事情を聞いていた側近は、おそるおそるそれがアイリーンの手作りであると述べた。料理長も食堂にやってきており、皆が皆、はらはらと成り行きを見守っている。

　向かいに座るアイリーンは、セオドリックに食べてもらえるときをわくわくと待っていた。

「…………」

　セオドリックはスープを一口飲むが、スプーンを置いてしまう。

「……朝食はもういい」

　そう言って、側近を引き連れてさっさと食堂を出ていった。アイリーンと一度も目を合わせることがないまま、非常に寂しい朝食の席となる。

「アイリーンさま……」

　給仕のためうしろに控えていたブレンダが、慰めるように声をかけてきた。

　しかしアイリーンは、まったく諦めていない。

「カッシングの味が合わなかったのね。申し訳ないことをしたわ。でも朝食を召し上がっていないのだから、せめてサンドイッチでも持っていくことにするわ！」

　料理長～！　と、その場で料理長を呼び、今度はセオドリックの味覚に合うサンドイッチを急いで作ってもらった。

「ブレンダ！　行きますわよ」

　アイリーンはドレスをさばき、小走りでセオドリックの執務室へ向かう。

　途中、衛兵や側近が止めるのも聞かず、アイリーンは執務室のドアを無遠慮に叩いた。

「……入れ」

　諦めたような短い応答があったので、アイリーンは意気揚々とドアを開けて部屋の中へ入っていく。

「セオドリックさま！　ブランチをお持ちいたしましたわ。今度はちゃんとこちらの味付けのものなので、お口に合うはずです!!」

「……わざわざ君が？」

　初めて問いを返され、アイリーンはうれしくなって「はい！」と笑顔で答えた。

「セオドリックさまのことをもっと知ることができるのなら、わたくしなんでもする所存です!!」

「そ、そうか」

　セオドリックはたじろぎ、差し出されたサンドイッチの包みを受け取ってくれる。

　アイリーンは微笑んで、ドレスの裾をつまみ、淑女らしく礼をした。

「では、わたくしはこれで失礼いたしますね。お仕事中にお邪魔して申し訳ございませんでした。昼食の席でお会いできますこと、楽しみにしておりますわ」

　セオドリックは踵を返すアイリーンを引き留めなかったが、その背をしばらく見つめていたことを側近と宰相のバージルだけが気づいていた。









　昼食時、側近を伴ってセオドリックが現れると、アイリーンは文字通り大歓迎した。さすがにクラッカーこそ忍ばせていなかったが、積極的に絡んでいく。

「セオドリックさま、お待ちしておりました!!　今回はお隣に座っても宜しいですか？」

「アイリーン殿、無礼ですぞ！」

　バージルがすかさず声を荒らげるも、予想に反してセオドリックがうなずいたものだから、食堂にいる全員が驚く。ざわりと周囲がざわめいた。

「皆の者、かまわん。アイリーンの好きなようにさせよ」

「ありがとうございます、陛下!!」

　アイリーンは初めて名前を呼ばれたことで、嬉々として向かいの席から立ち上がると、セオドリックの隣にやってきた。ブレンダに椅子を引いてもらい、そそと腰かける。それから隣のセオドリックに目を向け、にこにこと笑ってみせた。

　いざ食事が始まると、間近にセオドリックがいることで途端にテンションが上がり、アイリーンの食欲も増進する。数々のドノヴァン料理に舌鼓を打った。

「セオドリックさま、こちらのテリーヌは召し上がりました？　とてもおいしかったです！　あと、こちらのお肉も！　カッシング料理に慣れているわたくしでも、どれも美味でペロリと食べられてしまいますわ」

「あ、ああ……」

　セオドリックはアイリーンのおしゃべりの勢いに気圧されながらも、ゆっくりとくだんのテリーヌを口に運ぶ。おそらく彼にとってはいつもの味なのだろうが、なぜだかここに限って顔をぱっと明るくしてくれた。

「うむ。いままで意識していなかったが、確かにうまい。あとで料理長を労っておこう」

　その瞬間、食堂中がざわめきに満ちた。

　堅物と有名のセオドリックは、人前で感情を露わにすることがあまりないらしい。だからこうして料理を褒めたり誰かを個人的に気にかけたりすることは滅多にないそうだ――ということを、アイリーンはあとで噂好きのブレンダから聞かされることになる。ブレンダは侍女として城中を駆け回っているので、あらゆる情報を仕入れてくるのだ。

「それはきっと料理長も喜びますわ！　セオドリックさまさえ宜しければなのですが……いつか今朝出したようなカッシング料理も召し上がってほしいです」

　眉尻を下げてアイリーンが懇願すると、セオドリックは朝食の件を思い出したのか、わずかに申し訳なさそうな顔をした。

「……今朝はすまなかったな。ならばまた作ってくれ」

「本当ですか!?」

　アイリーンは破顔して、両手をぱちりと合わせる。

「では料理長と相談して、ドノヴァンにも合うような味付けを目指しますわ!!」

「そ、そうか」

　アイリーンの変わらない勢いにたじたじとなるセオドリックだったが、この日はいつも以上に食が進んだようだ。アイリーンのおしゃべりに付き合っているうちに、目の前の皿の中身をすべて平らげていた。

　そんなことにも食堂に集う側近や使用人たちは驚いたようだ。

「では私は午後も執務があるゆえ、そろそろ退出しよう」

　そうして立ち上がりかけたセオドリックに、アイリーンが慌てて言葉をかける。

「あの！　陛下に休憩時間はございませんの？」

「もちろんあるが、それが何か――」

「こちらも陛下さえ宜しければ、散歩しながら少しお話させていただけませんか？」

「…………」

　バージルが顔をしかめ、セオドリックに何事か耳打ちした。おそらくよくないことだろうと思ったが、アイリーンはそんなことではへこたれない。笑顔で言葉を継ぐ。

「ドノヴァンではいまバラが見頃だと聞きました。素敵な温室があることも伺っているので、ぜひご一緒してくださったらうれしいのですが……！」

　キラキラと瞳を輝かせていると、セオドリックがバージルを押しのけた。そしてアイリーンに対峙する。アイリーンより頭ひとつ分高い身長のセオドリックを前に、アイリーンは上目遣いになった。

「わかった。では休憩のとき、そなたの私室に迎えをやろう」

「わあ!!　うれしいです！　ありがとうございます、陛下。お待ちしておりますね」

「う、うむ」

　鷹揚おうようにうなずきながら、セオドリックが食堂を出ていく。一緒に付き添っているバージルだけはアイリーンにいやな顔を向けていたが、彼女はやはり気にしなかった。それよりもセオドリックとバラ園で散歩ができるということがうれしくて、休憩の時間が楽しみだったのである。









　さまざまなバラが咲き乱れる温室をセオドリックとふたりで歩きながら、アイリーンは故国の話をし続けた。カッシングでいかにおでんばではねっかえりだったかは口が裂けても言えないが、思い出話ならいくらでも語ることができる。セオドリックに、アイリーン自身に興味を持ってもらえるよう矢継ぎ早に語っていく。

　そんなアイリーンの怒濤のおしゃべりに、セオドリックの反応は薄い。けれど薄いなりに相槌は打ってくれていて、アイリーンにはそれだけで充分うれしかった。

「――それで妹たちは全員嫁いでいますから、わたくしは国に居づらかったのです。ですからセオドリックさまからの縁談がきたとき、狂喜乱舞してしまいましたわ」

「そうか」

　大事な縁談のくだりにも、セオドリックの返答は短い。

　だからアイリーンは勇気を出して、初めて質問をしてみることにした。

「なぜかお聞きしても宜しいですか？」

「何をだ？」

　疑問を疑問で返されるも、アイリーンはくじけない。

「わたくしを選んでくださった理由ですわ」

　それは父王のアドルフもわからなかった、アイリーンが知りたいことだった。

「ああ……」

　セオドリックは天を仰ぎ、わずかに考え込んでいるようだ。しばらく沈黙が続いたが、アイリーンは根気強く待つ。やがてセオドリックは語り始めた。

「私は……適齢期を過ぎている」

「はい」

　ぽつぽつと呟くセオドリックの歩調が遅くなり、アイリーンは歩幅を合わせる。ちょうどベンチがあったからか、セオドリックが腰かけた。アイリーンも隣にちょこんと座り、話を促す。

「そんなとき隣国にも適齢期を過ぎた王女がいると聞いた」

「はい」

「それがそなただったわけだ」

「はい」

　しばらく待ってみたが、それ以上の答えは得られそうになかった。

「……それだけ、ですか？」

　アイリーンの問いに、セオドリックはわずかに頬を朱に染める。

「……ほかにも、あるにはある」

「お聞かせいただけますか？」

「き、聞きたいのか？」

　セオドリックが言い淀むも、アイリーンは微笑んでうなずいた。

「もちろんです」

　セオドリックは意を決したように言葉を継ぐ。

「同士なら、話が合うのではないかと思ったのだ」

「同士、ですか。適齢期を過ぎた？」

「ああ。私に言い寄ってくる国内の女はごまんといたが、皆私の地位や権力、金だけに興味があった」

「…………」

　それはそうかもしれないと、アイリーンは胸のうちで思う。アイリーンの王女という立場であれば、地位も権力も金にもいまさら興味は湧かないが、王陛下の寵姫になりたいという普通の女性たちであれば、それが目的と言っても過言ではないだろう。無論のことアイリーンとて縁談がなかなか成功しなかったので、とりあえず結婚したかったという点においては、ほかの令嬢と同じかもしれないが。

「だからアイリーン。そなたなら、同じ経験をした者同士、私を求めてくれるかもしれないと思ったのだ」

　最後は尻すぼみになったが、セオドリックは恥ずかしそうにそう言い切った。

「セオドリックさま……」

　アイリーンは感嘆の吐息をつき、セオドリックを見上げる。

　セオドリックもアイリーンを見下ろし、遠慮がちに微笑んでくれた。

「これからもわたくしが、陛下……あなたを、セオドリックさまを求めても宜しいのですね？」

「無論だ」

　短く告げるセオドリックの瞳はこのとき確かに輝いていたと、アイリーンは思うのであった。









　アイリーンがセオドリックを追い回す毎日が過ぎ、いよいよふたりの結婚式の日がやってきた。無事にこの日を迎えられることに、アイリーンは胸を撫で下ろす。

「アイリーンさま……いいえ、王妃さま。とてもおきれいです」

　花嫁姿のアイリーンを前に、ブレンダが涙ぐむ。

　アイリーンは鏡に自分を映し、化粧を念入りに施し、髪を結って、ウェディングドレスを着た自分を見つめた。

「王妃はまだ少し早いわよ。それにしても、本当にわたくしが結婚できる日がくるなんて……」

　おてんばではねっかえりだと揶揄されて、結婚は絶望的と父王に思われていたこともあったと、感慨深く思う。

「アイリーンさまはちょっと性格に難がありますが、とてもお美しい淑女です。セオドリック陛下もアイリーンさまの熱心なアプローチに、お気持ちを動かされたことでしょう。結婚できないはずがありません」

「性格に難があるだなんて、失礼ね」

　遠慮のないブレンダをぴしゃりと叱りつけるが、今日ばかりは気分がバラ色だ。

「宣誓も暗記したし、あとは式に臨むだけだわ」

「大丈夫です。きっと成功します」

「ありがとう、ブレンダ」

　アイリーンは微笑み、ブレンダとともに部屋を出た。衛兵に付き添われ、結婚式の会場となる大聖堂へ向かう。









　大聖堂の中にはバージルを始めとしたドノヴァン王国重鎮がそろっていた。その中にはカッシング王国から駆けつけた父王アドルフや兄の姿もある。

　式は厳かに始まり、アイリーンは静かにバージンロードを歩き、神父の前に立つセオドリックの元へ向かった。

　セオドリックは白を基調とした軍服をまとっており、普段よりも威厳が増しているように思う。そんなセオドリックの格好よさに胸を高鳴らせながら、アイリーンは神父の前で彼と向かい合った。

　神父が厳かに定型句を並び立てている間、セオドリックはヴェールを被ったアイリーンを見つめていた。アイリーンも顔を上げ、ヴェール越しにこれから夫となるセオドリックを見つめる。セオドリックは緊張しているのか、顔が少しこわばっていた。

「それでは誓いの言葉に入ります。汝、セオドリック・オールディスは、アイリーン・グラッドストンを伴侶とし、永遠の愛を誓いますか？」

「誓います」

　セオドリックの迷いのない即答に、アイリーンはうれしくて自然と目に涙が浮かぶ。これまでうまくいかなかった縁談のことなどが蘇ってきて、このような日を迎えられたことが感慨深い。

「それではアイリーン・グラッドストン、汝はセオドリック・オールディスを伴侶とし、永遠の愛を誓いますか？」

「はい、誓いますわ」

　アイリーンが首肯すると、反動で涙がぽろりと零れた。

　神父が言葉を継ぐ。

「では、誓いのキスを」

「…………」

　人生で初めてのキスに、アイリーンは緊張してきた。

　わずかな沈黙を挟んでから、セオドリックがおそるおそるといった態でアイリーンのヴェールを持ち上げた。そこで顔には出さなかったが、彼はぎょっとしてしまう。なぜならアイリーンが、ぽろぽろと泣いていたからだ。

「そ、そこまでいやだったのか？」

　セオドリックがこっそりとささやけば、アイリーンはまさかと言うようにぶんぶんと首を横に振った。

「違います、うれしいのです」

「うれしい？」

「はい。今日という日を何事もなく迎えられることができて……」

　いつまでもキスをせずささやき合うふたりに、会場がざわめき出す。

　それに気づいたセオドリックが、慌てて唇を寄せてきた。

「っ!?」

　誓いのキスはあっという間に終わる。

　堅物のセオドリックが羞恥を隠し、ほんの一瞬だけ唇を合わせただけだった。

　アイリーンは、あまりのあっけなさにぼうっとしてしまう。これではキスというより、唇が触れただけという感じだ。

　けれど聖堂内は、大きな拍手に満たされていた。アドルフも兄も、笑顔で大きく手を叩いている。しかし宰相のバージルだけは、苦々しげな表情を浮かべたままだったが、この祝時に誰も気づいていないようだった。

　晴天の空に白いハトが飛ばされ、大聖堂の鐘の音が溶けていく。リーンゴーンと、その美しい鐘の音は、新たな門出に立つ夫婦をしっかりと祝福していた。

















二章　波乱の初夜












　結婚式のあとの宴は盛大に行われたが、アイリーンもセオドリックも客人たちの相手に忙しく、ふたりで話をしたり食事をしたりする機会には恵まれなかった。そんなことにもどかしさを感じながらも時間はあっという間に過ぎ、宴は終了した。父王アドルフと兄をカッシング王国に送り出し、アイリーンはひとまず自らの役目を終えた。

　そうしているうちに日が暮れ、いよいよ初夜のときがやってきた。

　ブレンダを含む侍女たちに湯浴みを促され、全身に香油を塗られ、シースルーの白く色っぽい前開きのネグリジェに着替えさせられる。

「では……王妃さま、寝室にてお待ちください。陛下が間もなく参られますので」

　にやにや顔を隠しきれないブレンダにそう言われ、ひとり残されたアイリーンはベッドに腰かけ、緊張しながらセオドリックの訪れを待った。

　時計の針の音がやけに生々しく聞こえ、時間の流れがやけに遅く感じる。それでも待っている限り、確実に時間は過ぎていく。そのうち待っていることに飽きて、身体を柔らかくしておこうとストレッチなどを始めてみた。これは耳年増の侍女から聞かされた初夜の心得のひとつだった。

　しかし、どんなに時間を潰してもセオドリックはやってこない。

　何か不測の事態でも生じたのではないかと心配になるも、夜の帳とばりが下りた城の中はいつも通りしんと静まり返っている。

　待ちくたびれて危うく睡魔に襲われそうになった。アイリーンは意を決して立ち上がった。

　ドアの前に立つ衛兵に事情を話し、セオドリックの寝室まで付き添ってもらう。衛兵もなかなか陛下が訪れないので、さすがにおかしいと思い始めたところらしい。

　王妃という立場を利用して、一応ノックはするも、そっとセオドリックの私室の扉を押し開いた。

「陛下？　セオドリックさま……？」

　広い部屋の中を寝室に向かって歩いていくと、なんとセオドリックが床に倒れている。白目をむき、泡を吹いているようで、アイリーンは「ぎゃっ!?」と声を上げて慌てて衛兵を呼んだ。

　間もなく衛兵たちに連れられた老翁の医師が現れ、ベッドに寝かされたセオドリックを診察し始めた。神妙な空気が流れ、側近たちも固唾を呑んで見守っている。

　毒でも盛られたのかと、アイリーンははらはらして結果を待ったが、医師の診断は実に呆気ないものだった。

「極度の緊張ですな」

「はあ？」

　予想外の事態に、アイリーンはついはしたない声を上げてしまう。

「そ、それはどういうことでしょうか……？」

「おそらく今夜の王妃さまとの初夜に緊張され、卒倒されたのだと思われます」

「…………」

　言いづらそうな医師の見立てに、アイリーンは目を点にした。

　うしろに付き従う側近や衛兵たちの間にも、なんとも言えない空気が流れる。

「へ、陛下が緊張などで卒倒……？」

「はい。セオドリック陛下は稀代の堅物と名高い方です。そのせいで婚期もこれまで逃してきました。王妃さまと、その……そうした行為をすることに、極度の緊張を感じられ、卒倒してしまったのでしょう」

「は、はあ……」

　アイリーンは言葉にならず、とりあえずの相槌を打つ。

　側近や衛兵たちも安堵はしていたが、気まずそうに顔を見合わせていた。

　医師が「コホン！」と咳払いしてから、言葉を継ぐ。

「ですので、間もなく目覚められるかと思います。ぜひ王妃さまが付いていて差し上げることをお勧めいたします。その……陛下にももう、さすがに女性に慣れていただかないといけませんからな」

「は、はい！」

　これには即答して、医師たちが部屋を去っていったあと、アイリーンはセオドリックをひとりで介抱することになった。









　アイリーンが冷たいタオルを額に乗せたり、汗を拭いてあげたりしていると、ふいにセオドリックが目を覚ました。ぼんやりと天井を見つめ、状況把握に努めているようだ。

「ん……ここは――私は、いったい……」

　天井を見上げたままのセオドリックの顔を覗き込み、アイリーンは自身の存在を主張する。

「お目覚めですか？　セオドリックさま」

「ア、アイリーン!?」

　ここでようやく、セオドリックはなぜ自分が倒れていたのかに思い当たったようだ。アイリーンが傍にいることにぎょっとして、思わず距離を取ろうとした。しかし身体が思うように動かなかったようで、たいして離れることはできなかった。

「な、なぜここにいるのだ!?　ここは私の寝室ではないか！」

「お医者さまに勧められたからですわ。陛下に……その、わたくしに慣れてもらうようにと……」

「……っ」

　セオドリックは仰向けに寝たまま、思うところでもあるのか、恥ずかしそうに両手で顔を覆ってしまう。

「……い、医師はいったいどんな見立てをしたのだ？」

　それは聞きたいけれど聞きたくないといった様子だったが、アイリーンは正直に答えるしかなかった。

「初夜における極度の緊張のため卒倒したと、そう言っておりましたわ」

「――――」

　セオドリックがついに絶句する。それだけはアイリーンに知られたくなかったのだろう。恥ずかしさのあまり、顔は真っ赤である。

　そんなセオドリックに、アイリーンはできるだけ優しく言葉をかけた。

「セオドリックさま。わたくしはそんなことに何も思うところはございませんわ。むしろそこまでわたくしのことを考えてくださって、うれしいぐらいなのです」

「アイリーン……」

　セオドリックは感銘を受けたのか、己の顔から手を離し、瞳を濡らした。そして手を伸ばして、ベッドに寄り添うアイリーンの頬にそっと触れる。

「そなたは優しいな。私はアイリーンと結婚できたこと、とてもうれしく思う。情けない王だが、最後まで付き合ってくれるか？」

　温かい感触に目を細め、アイリーンはセオドリックの手に自らの手を重ね、微笑んでみせた。

「もちろんですわ。セオドリックさま、わたくしは一生あなたさまに付いていきます。結婚式でそう誓ったではございませんか」

「…………」

　するとなぜかセオドリックが頬を朱に染めてそっぽを向く。

　アイリーンが不思議そうに小首を傾げ、ぱちぱちと瞬いた。

「セオドリックさま？」

「い、いや、一生付いてきてくれるのは無論のことうれしいのだが、さっき私が言った〝最後まで〟という意味は、その……今夜のことだ」

「あ――」

〝初夜〟の二文字が頭に浮かび、アイリーンもまた顔を赤くした。

　セオドリックがアイリーンのほうに向き直る。

「正直、きちんとできるかどうか不安で仕方ないんだ。これまでそうした経験をしてこなかったから……無論、知識はしつこいほど勉強させられてきたのだがな」

「しつこいほど……セオドリックさま……わたくしは逆に、ベッドでのことは無知で申し訳ないぐらいなのですわ。陛下にお任せいたしますから、あなたさまの好きなようにしてくださいませ」

　アイリーンが恥ずかしそうに言うと、セオドリックは驚いたようだ。

「あれだけ積極的なそなたが……？」

「ええ。かなり前に教育は受けましたが、何せずっと男性との関わりがなかったものですから、あまりよく知らないのです」

「そ、そうか……では、私の手腕にかかっているというわけだな」

「そ、そういうことになります」

「…………」

　ふたりはごくりと固唾を飲み、しばらくの沈黙が流れた。

　ややあって、むくりとセオドリックが上体を起こす。

「セオドリックさま!?　もう大丈夫なのですか!?」

「ああ、君の介抱のおかげで持ち直したようだ。私もいろいろ慣れていかないといけないな」

「では……」

　こくっと、アイリーンが喉を鳴らした。

　セオドリックが重々しくうなずく。

「始めようか――」









　ベッドの上でアイリーンはセオドリックの隣に仰向けに寝そべり、緊張に胸を高鳴らせながらそのときを待った。

　セオドリックも緊張しているのだろう、顔をこわばらせたままアイリーンの上に覆い被さってくる。

　そしてそのまま数拍のときが流れた――。

「……えーと、セオドリックさま？」

「わ、わかっている！　まずはキスをするのだ！」

　アイリーンの問いかけに、セオドリックは勢いよく顔を近づけてくる。

「んぅっ!?」

　ぎゅっと唇が押しつぶされる感じがして、目を閉じることもできない。セオドリックがアイリーンに口づけするも、加減がわからずに強く押しつけてしまったらしい。間もなくセオドリックもそれに気づくことになる。

「わあっ、すまない!!」

　慌てて離れようとするセオドリックの首に、しかしアイリーンは腕を回した。

「いいです、それで。セオドリックさまのキスなら、わたくし、なんでも……！」

「アイリーン……」

　セオドリックは感動したのか、双眸を潤ませる。それから今度はことさらゆっくりと唇を近づけ、優しくアイリーンにキスしてきた。

「んっ……」

　柔らかな唇が、アイリーンの唇をついばむ。チュッと音を立てて離れるが、名残惜しくなって、アイリーンは自らねだるように口を突き出した。

　セオドリックが再度口づけたとき、舌でアイリーンの唇を優しくくすぐってくる。上唇と下唇をぺろぺろと舐めた。

「ふふっ」

　アイリーンはつい笑ってしまうも、セオドリックは気にしていなかった。それどころか、舌を使ってアイリーンの唇をそっと割り開いていく。

「あ、あ……」

　流れに任せていると、自然と甘い声が漏れ出た。

　セオドリックの舌はぬめぬめと動き、アイリーンの口腔内を這う。

「んぅ……ぁ……は、ぁ……」

　それがなぜか下肢に響くほど気持ちよく感じて、アイリーンはセオドリックのキスを全身で享受していた。

「ああ、アイリーン……」

　セオドリックの舌は、アイリーンの歯茎、歯列、口蓋と順に舐めていき、そのたびにふたりの唾液が混ざり、溜まっていく。

　アイリーンは自然にこくこくと唾液を嚥下していたが、ついに飲み下しきれなくなり、口角から零れさせた。

　つうっと頬を伝う唾液の筋を、セオドリックが唇で追う。チュ、チュッと、頬や首筋にキスを散らしていくものだから、アイリーンはもぞもぞと動いて絶妙なこそばゆさをやり過ごしていた。

「アイリーン、そなたの肌は甘いな」

「そ、んな……こと……セオドリックさまぁ……っ」

　色事の文句に、アイリーンは顔から火が出そうになるほど恥ずかしくなる。普段は積極的なアイリーンだが、ベッドの中では何をしていいかわからないのでどうしても消極的になってしまう。まるで別人のようだ。

　余裕のないアイリーンは気づかなかったが、恥じらいを浮かべるアイリーンのそのギャップに、セオドリックはさらに彼女に惹かれていた。

「服を、脱がせてもかまわないか？」

　本当はそんな許可を得る必要はないのに、セオドリックは必ずアイリーンに確認してくれる。そんな優しさに、アイリーンはときめきを覚えていた。

「は、はい」

　前開きのネグリジェのリボンを解くと、胸が露わになる仕様になっている。

　セオドリックはリボンを解き、一瞬でアイリーンの白くまろやかな乳房がさらされたことに驚き、その場で硬直してしまう。

「セ、セオドリックさま？」

　アイリーンがまさか自分のものはおかしいのかと不安になって問うと、セオドリックはぶんぶんと首を横に振った。

「こんな美しい乳房を見たのは初めてだ……書物や絵画にかかれていたのとはぜんぜん違う、まっさらな生身の乳房だ……」

「セオドリックさまったら……」

　アイリーンは羞恥に顔を染めるも、乳房を隠そうとはしない。夜気に触れて先端がつんと尖っていることの意味がわからずにいたが、それは扇情的にセオドリックを誘うことになっていた。

「触ったり口を付けたりしてもよいか？」

「もちろんですわ。わたくしの身体はすべて、あなたさまのものですもの……」

　アイリーンが恥じらって言うと、セオドリックが微笑む。そして手を伸ばし、そっと乳房に触れてきた。

「あ、んっ、やぁあっ」

　むずむずとした妙な感覚に襲われ、アイリーンはつい嬌声を上げてしまう。

「気持ちいいのか？」

「ん……よく、わからないのですが、決して悪くは、ない、です……」

　やわやわと胸を揉まれているので、自然と声が途切れ途切れになった。

　セオドリックはそれを聞いて安心したのか、乳首に唇を寄せてくる。

「ん、ぅううっ！」

　敏感な先端を舐められると、自然と腰が浮き、背が弓なりに反った。

　セオドリックはアイリーンの反応に気をよくしたのか、乳頭を舐めたり吸ったりしてくる。しごくようなその動作に、アイリーンの身体には電流に似た痺れが走った。

「は、あ……ん、ぁ、ぁ……やぁ……う、んん……っ」

「アイリーン、そなたの淫らな声はずっと聞いていたいな」

　舌を伸ばしながら、セオドリックがこちらを見つめる。

　いやらしい上目遣いの構図にアイリーンは恥ずかしくなり、顔を真っ赤に染めた。

「自然と、出て、しまうんです……その、気持ちが、よくって……」

「それはうれしい。私の知識が間違っていないことの証明になる」

　言いながら、セオドリックの手が下へさがっていく。ネグリジェを押しのけ、さらされた下肢に向かって指先が這わされた。

「あっ……そ、そこは――！」

　わずかなためらいが、アイリーンの理性を働かせる。思わず太ももを閉じようとしたが、セオドリックがやんわりとそれを押し開いた。

「触らせてくれ、そなたの大事なところを」

「セ、セオドリックさ、まぁ……っ」

　頬を朱に染め、泣きそうになりながら、いやいやと首を振って懇願するも、セオドリックは容赦しない。和毛を越え、ぬかるんだ秘密の花園に手を伸ばした。

「は、ぁああっ!?」

　びくんと身体を仰け反らせ、アイリーンは下肢からくる快感を逃そうと試みる。そこは乳房への刺激とはまるで違い、過敏に快楽を伝えてくる場所だった。

「すでに濡れているな……」

　それはセオドリックにとってうれしいことだったのか、彼はにやりと口角を上げている。

　しかしアイリーンにとっては、恥ずかしいことのように聞こえた。

「ご、ごめんなさい！　わたくしったら、粗相をしてしまったようで……っ」

　泣きそうなアイリーンを、セオドリックは優しく宥める。

「この液体は粗相などではない。これから私を受け入れるために必要なものなのだ。濡れていれば濡れているほど、楽になると聞いている」

「そ、そうなのですね……」

　ほっとしたのも束の間のこと、セオドリックの指が微細に動き、アイリーンがぴくっと反応した。

「あ、あっ」

「すごい……触れば触るほど、より濡れてくる……」

　セオドリックの五指がばらばらに動いて、秘部をかき回す。そのたびに蜜壺からは愛液が伝い落ち、シーツに丸いシミを作っていた。

「んぁあ、そ、そんなに、したら……ああっ、あ、あ、おかしく、なっちゃいますぅ……！」

「おかしくなっていい。ベッドでも乱れてくれ」

「そ、んな……っ」

　アイリーンは瞳を潤ませ、快感に耐えている。

　セオドリックの指先が、つんと尖った淫らな芽を見つけ出した。そこに触れられた途端、びりりっと背筋を愉悦が駆け抜ける。

「ひぁあっ!?　あああん!!」

「ここが悦いのか？」

「あ、あっ、わかりません！　ただ、そこは……すごく敏感で……っ」

「どれ、もう少しいじってみよう」

「ああ、おやめになってぇ……!!」

　セオドリックが人差し指と親指を使って、肉の蕾をくりくりとこね回した。するととぷっと愛液が飛沫を上げ、セオドリックの手を濡らす。

「ひゃ、あっ、ダメぇ……!!」

　今度こそ粗相をしてしまったのに、セオドリックは何も言わない。満足そうに濡れた手を舐めていた。それに驚いたのはアイリーンである。

「そ、そんなもの舐めては、ダメ、です……！」

　真っ赤な顔をしてアイリーンが言うも、セオドリックはにやりと笑うだけだ。

「そなたは蜜も甘いな」

「――――」

　そんなところからの分泌物を舐められてしまい、アイリーンのほうが卒倒しそうだった。言葉が出ず、ただかあっと全身を赤く染めることしかできない。

「さて、ならさなければならないな」

「……ならす？　何を、ですか？」

　セオドリックの不穏とも取れる言葉に、アイリーンはきょとんとする。

「私を受け入れる場所だ」

「あ……」

　そのものずばりを言われ、アイリーンは硬直した。自分には男性を受け入れる機能があることに、いまさらながら気づく。そこはどこだったかと考えていると、セオドリックの手がさらに下へと伸びていった。

「ああっ、セオドリックさまぁ……！」

　じゅくっと水音が鳴り、室内を淫靡に染め上げていく。

「ここが、私を受け入れる場所だよ。まずは指を入れてならそう」

　セオドリックは言いながら、蜜口に指を沈めてきた。

「ん、ぁあっ!?」

　こんなに狭い場所に指なんて入るわけがない――そう思っていたのに、ず、ずずっと、セオドリックの中指が段々と蜜孔に埋まっていく。

「あ、ああっ、やぁ……そ、んな……あ、ああっ、んぁあっ」

　じゅぷ、ちゃぷっと水音が鳴り、耳まで犯されているような気になってきた。

　圧迫感はしかし妙な快感を連れてやってきて、奥を暴かれる感覚にアイリーンは夢中になる。

「そ、そこっ……ああ、いいです、……気持ち、いい……っ……あ、んぁっ」

「そうか」

　セオドリックは短く告げると、ずっくずっくと指を出し入れし始めた。

「あああっ、そ、そんなっ、それ、ダメぇっ……あ、ああんっ」

　抽挿が繰り返されるごとに、蜜が増えていく。溢れ出る蜜がセオドリックの指を濡らし、滑りをよりよくしていった。

「アイリーン。もう一本、いけそうか？」

「んぅ……がんばって、みます……っ」

　アイリーンがうなずくや否や、セオドリックが指を二本に増やす。圧迫感が増えるも、媚肉をこすられる感覚が悦くて、覚えず高い声を上げてしまっていた。

「は、ぁあんっ、あ、そこ、あああっ、やぁあっ、んんぅっ、あ」

「はあ、はあ、アイリーン……」

　なぜかセオドリックが、苦しそうに呼吸している。

　アイリーンは不安になって、慌てて彼を心配した。

「だ、大丈夫ですか!?　まさか先ほどの卒倒の影響が……っ」

「いや、違う」

　セオドリックはアイリーンの膣孔から指を引き抜くと、ガウンを脱ぎ捨てる。

「私が、これ以上は我慢できなくなりそうだったのだ」

「我慢って……」

　きょとんとするアイリーンの前で、セオドリックが自らの衣服をすべて取り去った。鋼のように鍛えられた肉体に、アイリーンは目を奪われる。そしてその下肢に太く長い陰茎を見つけ、アイリーンはごくりと息を呑んだ。

「怖いか？」

　アイリーンの視線を辿り、セオドリックが苦笑する。

「……っ」

　アイリーンは素直にうなずいてしまう。何せ、セオドリックの陰茎は指二本より圧倒的に太く、長く、そして固そうだったからだ。

「そ、そのように大きなものが、わたくしの中に……？」

　おそるおそる尋ねると、セオドリックがこくりと首肯した。

「私のものはそうしたいと、先ほどから訴えている」

　セオドリックの先端は光っており、先走りの液体が滲んでいることがわかる。

　アイリーンはいよいよ覚悟を決めるしかなかった。

「わ、わかりました……！」

　けれど普段怖いものなしのアイリーンであっても、未知のものはやはり怖い。

「い、痛いのでしょうか……？」

「そうならないように努力するつもりだ」

　優しく頼もしいセオドリックの言葉を信じて、アイリーンは大きくうなずいた。

「セオドリックさま……きて、ください……！」

　痛いのも怖いのも、いやだとは思う。けれどアイリーンの秘所は、セオドリックを受け入れたいと疼いているのも確かだった。指だけではない、もっと確固たるものがほしいと訴えている。

「アイリーン……では、いくぞ？」

「は、はいっ」

　セオドリックが改めてアイリーンに覆い被さってきた。アイリーンの足の間に身体を入れ、彼女の足を抱え上げ、秘部が露わになるようにする。

「……っ」

　ドキドキと、アイリーンはそのときを待った。

　セオドリックは己を持ち上げ、アイリーンの蜜口に先端をあてがう。

　それだけでアイリーンは感じてしまい、またとろとろと蜜を零すのであった。

「どうしても痛かったら、やめるから言ってくれ」

「は、はい……ありがとう、ございます――」

　そうは言えども、皇帝の愛を受け入れないわけにはいかない。アイリーンは覚悟を決め、痛みを少しでも逃がそうと、セオドリックの背中に腕を回してぎゅっと抱き締めた。

「アイリーン……！」

　ぐっと、セオドリックが腰を入れる。

「あ、あああっ!!」

　媚肉が最大まで押し広げられ、狭い蜜孔に男根が侵入していく。

「くっ……締まる……！」

　セオドリックも苦しいのか、顔をしかめて快感を堪えているようだ。それでも腰を進めることはやめない。アイリーンの中を、ゆっくりと穿っていった。

「んぁああ、あああ、やぁっ――ああああ!!」

　灼熱の楔が打ち込まれ、アイリーンは一瞬、意識が飛びそうになる。熱杭に貫かれ、ずんっと最奥まで先端が入り、アイリーンとセオドリックはお互いにはあはあと肩で息をしていた。

「これで……ぜんぶ入ったぞ、アイリーンっ」

「ええ、ええっ、うれしい……なんだかとてもうれしいですわ……！」

　アイリーンの瞳に涙が浮かび、ぽろりと一粒が頬を伝う。

　セオドリックがそれを舌で舐め取り、アイリーンに笑顔を向けた。

「すごい……性交とは、こんなに悦きものなのだな……」

「はい、本当に。身体だけでなく、心が満たされているのがわかります」

「うむ」

　セオドリックがうなずき、ゆるゆると腰を動かし始める。

　アイリーンはつきりとした痛みに襲われるも、痛みよりも満足感のほうが大きかった。

「ああ、ん、……は、ぁっ、ああんっ、も、もっと、ゆっくり……っ」

「ん、わかった」

　セオドリックはアイリーンの願い通り、ゆっくりと抽挿する。

　すると不思議と痛みよりも気持ちよさが勝り、アイリーンは大きく喘いだ。

「あんっ、んぁあっ、はぁっ、やぁっ、いい、ですっ、あああんっ」

「ああ、すごいっ……アイリーン、そなたの中は、とても温かい……！」

　セオドリックが夢中になって腰を振っている。

　アイリーンは寄せては引いていく波を受けているかのような感覚に襲われ、大きな海原へ流されていってしまうように錯覚した。どこへも行かないよう、しっかりとセオドリックを抱き締める。

「んんっ、は、ぁああっ、や、すごいっ、セオドリック、さまぁっ」

「ア、アイリーン、そなたも、すごいっ、すごく、いい……!!」

　ずっく、ずっくと腰を打ち付けるごとに、肌と肌が合わさり、ぱんぱんと音を立てた。それがすごく恥ずかしいのに、扇情的に耳に伝わり、ふたりは我を忘れて行為に没頭していた。
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「あ、ああっ、アイリーン……すまない、私はもう――」

「んんぅっ、も、もう？」

「限界だっ」

「は、いっ……大丈夫、です！　きて、きてください……っ」

　アイリーンはすべてを受け入れる覚悟で、大きく足を開く。

　セオドリックはその両足を持ち上げ、激しく腰を動かしてきた。

「ひゃああっ、ああ、激しっ、ああんっ、やぁあっ、ああ、あんんっ」

「くっ……も、もうダメだ――！　アイリーン……!!」

　セオドリックはアイリーンの名を呼び、ずんと最奥まで剛直を突き入れる。瞬間、ビュクビュクと吐精した。

「あ、ああっ……」

　熱い飛沫が子宮に注がれたことを感じて、アイリーンが恍惚となる。どうしようもない満足感と充足感に襲われ、脱力して手足をベッドに投げ出した。

「く、ぅっ」

　セオドリックは最後の残滓ざんしに至るまでアイリーンの中に注ぎ込み、果ててもなお、アイリーンと繋がり続けていた。

「アイリーン……」

「セオドリックさま……」

　ふたりは濡れた瞳で見つめ合う。

「こんなに……よいものだとは知らなかった」

「ええ、わたくしも」

「これも、相手がそなただったからだ、アイリーン」

「そんな……でも、わたくしも、セオドリックさまだったから、そんなにつらくありませんでしたわ」

　アイリーンが微笑むと、セオドリックも笑ってくれた。

「いつもは積極的なそなたが、ベッドでは消極的だというギャップがまたよいな」

「も、もう！　セオドリックさまったら……」

　アイリーンはぷうっと膨れるが、セオドリックはそれすら可愛いらしく目を細めた。

「これから宜しく、アイリーン」

「こちらこそ、セオドリックさま」

　ふたりは抱き合い、再び唇を合わせるだけの誓いのキスをする。今度は式のときのような一瞬ではなく、愛がこもったものになったことに、アイリーンとセオドリックともに感じていた。

















三章　愛と調教の日々












　宰相バージルのひとことに、玉座に腰かけるセオドリックとその隣に座るアイリーンは目を瞬いた。

「王宮主催のパーティだと？」

　なぜいまさら……と言いたげなセオドリックは、見る限りうんざりしているようだ。その反応が気になり、アイリーンがセオドリックに尋ねる。

「楽しそうな企画ではございませんか。陛下はお気に召されないのですか？」

「ああ……うん」

　歯切れの悪いセオドリックに、バージルがなぜか機嫌よく答えた。

「陛下は何度も王妃探しのパーティに参加させられておりますからな。もうやる必要などないと考えられておられるのでしょう。しかし、ですぞ！」

　バージルが人差し指を立てて言葉を継ぐ。

「今回のパーティは、こちらのアイリーン王妃をお披露目するためのものです！　さすがにそれはおいやだとはおっしゃりませんでしょう！　ねえ、陛下？」

　するとそれまでいやいや顔だったセオドリックの目が、きらりと輝いた。

「アイリーンをお披露目か……それは悪くないな」

　え!?　と、アイリーンは思うも、口には出さない。頬を朱に染めるだけに留めた。それほど想われていると思うなど、さすがにおこがましいと思っていたからだ。

「ほらごらんなさい、陛下！　ではさっそくパーティの準備に取りかかりましょう！　すべてはこのバージルにお任せください。ばっちり整えてみせます」

　それだけ言い切ると、バージルはさっそく謁見の間を出ていってしまう。

　残されたセオドリックとアイリーンは、呆気ない出来事に呆然と顔を合わせた。

「アイリーン。そなたの考えも聞かないまま、パーティなど開催して大丈夫だったか？」

「まあ、陛下。わたくしの意見など……」

　いつもは積極的なアイリーンも、もう王妃である。容易にでしゃばるわけにはいかない。慎ましやかな王妃になろうと努力しているところでもあった。

　セオドリックはそんなアイリーンを可愛く思いつつ、さりげなく誘ってくる。

「無理にとは言わんが、一緒にパーティに出席してくれないか？　その……お披露目とやらが私も楽しみになってしまったんだ」

「無理だなんて……むしろうれしいぐらいですわ」

　カッシング王国では行き遅れだったため、目立ったパーティには恥ずかしくて出席できなかったアイリーンだったから、久しぶりの華やかな場に心躍らせる。それも陛下に楽しみだとまで言われてしまったのだ。パーティに出ない選択肢はなかった。

「そうか。それならよかった……！　皆にそなたを自慢しようと思う」

　セオドリックは嘘偽りなく、心からそう思っているらしい。

　アイリーンは恥ずかしくなり、顔を赤くしてぶんぶんと首を横に振った。

「自慢だなんて……わたくしは何も……」

「何を言っているのだ。そなたは私の傍にいてくれるだけでいい――が」

「が？」

　きょとんとするアイリーンに、セオドリックがくすりと笑う。

「皆、いつもの積極的でポジティブなアイリーンも見たいと思うぞ」

「陛下ったら……！」

　アイリーンは羞恥に顔を染めるも、もっと自分らしくいていいのかと思い直す。

　けれど優しいセオドリックに甘えるばかりではいけない。だから当日は目一杯着飾って、客人をうまくもてなせるようにしようと誓うアイリーンなのであった。









　王宮主催のパーティ当日、全国各地から貴族の人々が集い、広間は満員になった。楽団が音楽を奏でる中、ダンスする男女や談笑する者たちでとても賑やかだ。

　アイリーンは王妃らしくティアラを載せ、ブレンダたち侍女の手により華やかに着飾っていた。その美しさは人目を引き、誰もがアイリーンに一目置いてくれる。アイリーンは持ち前の積極性で人々の輪に加わり、自分＝セオドリックの評価を上げようと奮闘していた。

　しかしバージルが〝アイリーン王妃のお披露目〟と言ったにもかかわらず、いっこうにセオドリックへの挨拶の列は途切れず、アイリーンは紹介すらしてもらえていない状態が続く。それもそのはず、ひとりの令嬢がセオドリックを独占していたため、列がまったく動かなくなっていたからだ。

（あの方はどなたなのかしら……？）

　王侯貴族と談笑しながらも、アイリーンはセオドリックと話す派手な女性から目が離せない。この会場ではアイリーンの次に目を引く豪奢な臙脂えんじ色のドレスに、髪にはバラの花をあしらっており、それと同じ濃い色の紅を引いている。つり気味の双眸は一重だが、若干濃い目の化粧が映える顔立ちで、華奢な体躯の女性だった。

　アイリーンがちらちらと気にしていると、宰相のバージルがくだんの令嬢の元に現れ、ずいぶん親しい様子でセオドリックに話しかけている。令嬢もバージルに寄り添っているところからして、ふたりが親子だということが間もなくわかった。と同時に、この王宮主催、いやバージル主催のパーティの意味もわかってしまう。

（これは……あの方をセオドリックさまに引き合わせるため……？）

「失礼」

　アイリーンはつい気になり、談笑の輪を抜け出した。付き従っていたブレンダが慌ててあとを付いてくる。楽団の演奏の中、ブレンダがこっそりとささやいてきた。

「王妃さま、ここで負けてはいけません！」

「わかっているわ、ブレンダ。だからこうして、セオドリックさまの元に向かおうとしているんじゃない！」

　アイリーンは裾を持ち上げ、小走りになって挨拶の列を追い越す。挨拶をしてくれる参列者に挨拶を返しつつ、セオドリックの元に急いだ。

　はあはあと息が切れそうになるのを深呼吸で落ち着かせ、セオドリックの隣にゆっくりと腰かける。

「お、王妃さまっ!?」

　バージルが慌てたように叫んだ。

　アイリーンはバージルの狙いが読めたことを決して表には出さないよう、にっこりと笑ってみせる。

「ごきげんよう、皆さま！」

「ああ、アイリーン……！」

　セオドリックはほっとしたように息をつくと、アイリーンの腰に腕を回した。セオドリックに引き寄せられ、顔と顔が近づき、アイリーンはぽっと頬を朱に染める。しかしいまはそれどころではない。

「へ、陛下！　わたくしにもこちらの女性をご紹介くださいな？」

　するとセオドリックは、バージルのほうを睨みつけた。お前が紹介しろ、という意味らしい。バージルは禿頭に汗をまとわせながら、やや焦り気味に娘の背を押した。

「ディアドラと申しますわ、王妃さま。宰相バージルのひとり娘です。お初にお目にかかります。以後お見知り置きを」

　一歩前に出たバージルの娘――ディアドラは、自分で自己紹介する。その姿は威風堂々としたもので、まるで王妃のような威厳すら感じるものであった。

　だからこそアイリーンも彼女には負けまいと、自己紹介を返す。

「わたくしはアイリーン・グラッドストン・オールディスですわ！」

〝オールディス〟の部分を強調するアイリーンに、ディアドラが羽扇で顔の下半分を隠す。それは口角を上げて嘲っている証だと、社交界にいたアイリーンはよく知っていた。ディアドラのこの一連の行動だけで、アイリーンはいっきに彼女がきらいになってしまう。

「陛下。いつまでもディアドラ嬢と挨拶している場合ではございません。今宵は陛下とお話しされたい皆さまが大勢いらしているのです。さあ、こちらへ!!」

　アイリーンはセオドリックを半ば引きずるように、ディアドラとバージルの元から引き離した。セオドリックは安堵しているようだったが、ディアドラとバージルは明らかに不遜な顔をしてこちらを見つめている。まるでこのときのためのパーティなのにとでも言いたげだ。その手には乗るまいと、アイリーンはにこやかに挨拶の列を進める。

「次の方がお待ちですわ！」

「うむ。アイリーンも一緒に」

「もちろんです！」

　それからはふたりで人々の列を消化し、アイリーンとセオドリックはパーティの半ばまで挨拶に追われたが、文字通りアイリーンのお披露目とすることができた。









　楽団の演奏も終盤に差しかかり、うっとりとするようなワルツが流れ出す。椅子に腰かけて酒をたしなんでいたセオドリックが「踊ろう」と、隣に座っていたアイリーンを広間の中央に誘う。ダンスをする男女の輪が割れ、皆が皆、セオドリックとアイリーンのダンスに注目してきた。

　アイリーンは音楽に合わせてステップを踏みながら、セオドリックの胸元に顔を寄せた。そしてことんと、首を傾ける。

「ん？　どうした、アイリーン。さすがに疲れたか？」

　セオドリックが気遣ってくれるが、アイリーンは自分の感情を持て余していた。

「いえ……あ、はい……それもございますが、なんだか寂しくなって――」

「寂しく？」

　音楽が耳に大きく響く中で踊っており、ささやき合っているので、ほかの者たちには聞こえていないだろうと思い、アイリーンは素直に告げてみる。

「セオドリックさまはわたくしの夫なのに、今日はなんだかそうではない部分があった気がして……」

「何を言っているのだ」

　セオドリックが溜息をついた。

「私はそなたの夫だ。そしてアイリーン、そなたは私の妻だ。それ以上でもそれ以下でもない」

「わかっては、いるのです……でも、何か確固たるものがほしかったのかもしれません」

　それはセオドリックが自分を皆にお披露目してくれたことで叶ってはいたが、あの宰相バージルの娘であるディアドラのことがどうしても頭から離れない。

（これは嫉妬、なのかしら？）

　ディアドラは確かに魅力的な令嬢で、セオドリックさまに近づいて欲しくない。

（わたくし、セオドリックさまのことが本当に好きみたい……）

「アイリーン？」

　耳元でセオドリックにささやかれ、アイリーンが吐息をついた。

「セオドリックさま、お願いがございます」

「なんだ？　そなたの願いなら、なんでも叶えよう」

　セオドリックは不安げなアイリーンの機嫌を取りたいようだ。そこにつけ込むのは悪いと思ったが、アイリーンは今日ばかりはわがままを述べることにした。

「抱いて、ほしいです」

「え――」

　セオドリックが目を大きく見開いたとき、楽団の演奏が終わる。

　周囲から拍手が飛び交い、ヒューヒューとはやし立てるような口笛も聞こえてきた。どうやら寄り添って踊っていたアイリーンとセオドリックは、よほど愛し合っているように見えたらしい。よく見ればディアドラとバージルのふたりもそれに加わっていたのかもしれないが、確認はしたくなかった。それにそのふたりばかりは、拍手からも口笛からも無縁のような気がしていたからだ。

　ダンスが終わったところなのでセオドリックから皆に何か挨拶があるべきだったのだが、アイリーンはもう待ちきれず、セオドリックを引っ張って広間を出ていった。









　王と王妃が広間を退出したあとも、宴は続く。広間はいまだに大賑わいのようで、隣の控え室に入ったアイリーンとセオドリックの耳にも、その喧噪は届いていた。

「ア、アイリーン……」

　セオドリックは先ほどのアイリーンの言葉を反芻しているらしい。極度に緊張した面持ちで、手を引き先をゆくアイリーンを見つめている。

　アイリーンはゆったりとしたソファに腰かけ、セオドリックを手招きした。

「きてください、セオドリックさま」

「だ、だが、ここは控え室だぞ？　すぐに誰かが来るかもしれんっ」

　慌てるセオドリックに、しかしアイリーンは首を横に振る。

「明日まで待てないのです。部屋に帰れば身支度がございますし、今夜は遅いのでもう一緒にはいられないと思いますわ。だから、いましかないんですの」

「アイリーン……」

　眉を下げたセオドリックが傍に近づいてきた。

「なぜそこまで……何かあったのか？」

「――――」

　ディアドラのことが頭をよぎったが、言ったら彼女に負けてしまう気がして、アイリーンは黙っていることに決める。

「何も。ただ、あなたさまが愛おしくなっただけですわ」

「っ……」

　するとセオドリックが手で口元を押さえ、アイリーンの前に跪いた。

「愛おしいと？　私を、か？」

「そうですわ」

「私が王だからではなく？」

「もちろんですわ。ありのままのわたくしを受け入れてくれるセオドリックさまが愛おしいのです」

　アイリーンが続けてうなずくと、セオドリックがドレス越しに彼女の下半身に抱きついてくる。

「ああ、アイリーン……！　私もだ。私もそなたが愛おしい！　これが〝好き〟という感情なのかはまだわからないのだが、そなたが恋しく愛おしいことは確かだ」

「セオドリックさま……わたくしもです。だから、いま、確固たる形がほしいのですわ」

「……なるほど。そういうことか」

　セオドリックが次に顔を上げたとき、彼の瞳には情欲の灯火が宿っていた。どうやらその気になってくれたようだ。

　アイリーンはセオドリックの熱い瞳に射貫かれ、ドキドキと胸を高鳴らせる。

「ではいまここで、そなたへの愛おしさを証明しよう」

「セオドリックさま……！」

　魅惑の時間の予感に、アイリーンは息を呑んだ。

「アイリーン、足を開け」

「は、はい……？」

　アイリーンは不思議に思うも、言われた通り、ソファに座ったまま足を開く。けれどドレスの裾で足は隠れているので、外からではまったくわからない。いったいセオドリックが何をしたいのか理解できずにいると、なんと彼は大胆にもアイリーンのドレスの裾をまくり上げてきた。

「ひゃぁっ!?」

「しっ！　静かに」

　あ……と、アイリーンは両手でぱっと口元を押さえる。

　耳を澄ませば、隣の広間からのざわめきが聞こえ、間近に人がいることが実感できた。それが刺激となり、はしたなくもじんわりと下肢が潤ってしまう。

「で、でも、セオドリックさまぁ……これは、その、恥ずかしい、ですわ」

　むき出しの足を大きく開いたままで、アイリーンは羞恥に顔を染める。

「いいんだ、これで」

　セオドリックはそう言って跪いた姿勢のまま、アイリーンの足を肩に抱え上げた。

「ああっ!?」

　ぎょっとするアイリーンを尻目に、セオドリックの顔の前で下着が丸見えという事態に陥ってしまう。

「そ、そんなっ……ダメぇ……!!」

「いや、こうして直に見てみたかったのだ。ジャマな下着を脱ぎなさい」

「ええっ!?　で、でもっ」

　ためらうアイリーンに、いまさらとばかりにセオドリックが苦笑する。

「誘ってきたのは誰だったかな？」

「うっ……！」

　かああっと顔を赤くして、アイリーンはこくりとうなずいた。

　セオドリックがにやりと口角を上げる。

「さあ、下着を脱ぐんだ」

「は、はい……」

　セオドリックの命令にはもう逆らえないと、アイリーンはドロワーズに手をかけ、尻を浮かせて脱いだ。それをセオドリックが引き下ろし、足から抜いてしまう。セオドリックの目の前に、アイリーンの大事な部分が丸見えになった。

　あまりの恥ずかしさに消え入りたくなるも、セオドリックのほうの興奮は昂ぶっていくばかりだ。

「ああ、アイリーン……なんてきれいなんだ」

「そ、んなこと――汚い、ですわ」

　まるで視姦されているようで、アイリーンの蜜壺からは何もしていないのに蜜がとろとろと流れ落ちた。秘所が淫らに光っている。

「いやらしいな、アイリーン」

「やぁ……！　言わないで、くださぁい!!」

　ぱっと顔を覆うも、セオドリックは容赦ない。顔を秘部に近づけ、すでに潤っているそこを遠慮なく、そして間断なく舐めた。

「ひ、ぁあっ!?　そんなとこ、舐めちゃ、ダメぇっ!!」

「何言っているんだ、とても甘くてうまいぞ？」

　平然と言うセオドリックの頭を押しのけようとするも、足を抱えられている影響でうまくいかない。その間にも、セオドリックは花びらに舌を這わせ続けた。

「ふぁあっ……う、やぁっ……んんっ、あ、ぁ……ダ、ダメ……っ」

「ダメではないだろう？　感じている証拠に、どんどん蜜が溢れてくるじゃあないか」

「あ、あっ」

　セオドリックの言う通り、彼が舌で舐めるたびに、蜜がとろり、とろりと零れてくる。悦楽に支配されそうになり、アイリーンは陰部に力を入れて快感を堪えていた。

「力を抜け、アイリーン。ほうら、ここがつんと尖ってきたぞ？」

「えっ……？　あああっ!?」

　舌先でつんつん押されたところは、アイリーンの陰核だった。淫らな肉芽は、物欲しそうに固く存在を主張し、セオドリックの愛撫を待っている。

「やぁっ……んんぅっ……そ、こは――ああんっ、気持ちい、いっ、やぁっ」

「いやじゃないんだろう？　白状するんだ、さあ」

　セオドリックの言葉が、段々と調教的になっていく。彼は年上の包容力でアイリーンを包み込みながらも、彼女を自分好みに調教していくことに目覚め始めていた。それでもあくまでサドではなく、堅物らしい優しさで、アイリーンを攻めていくのだ。

「は、はいぃっ……いやじゃ、ない、ですぅっ……ああ、あんっ」

「これが好きか？」

　セオドリックにそう問われ、アイリーンは涙目でぶんぶんと首を縦に振った。

「好きぃ、好きぃっ」

「私とどちらが好きなんだ？」

　にやりと笑って問われ、アイリーンははっと我に返る。

（性交の悦びとセオドリックさま、わたくしはどちらのほうが……）

　などと真面目に考えている間に、セオドリックが手を伸ばしてきた。そして蜜を垂らす蜜口に栓をするように、中指を差し込んでくる。

「あああっ!?」

「ああ、アイリーン……！」

　じゅぷ、ちゅぷっと花の蕾をしごきながら、蜜孔への刺激もやめない。ずっくずっくと音を立て、セオドリックは指先で抽挿を繰り返した。

「やぁあっ、そ、そんなぁっ、これじゃあ、わたくし、おかしく、なっちゃうっ」

「おかしくなっていいんだよ」

　言いながら、セオドリックはさらに指を二本に増やす。圧迫感が増し、媚肉が押し広げられ、アイリーンは大きくわなないた。

「やぁあっ、これ、ダメ！　セオドリックさまぁっ、わたくし、何か、きちゃう！　きちゃいますぅっ!!」

「それが達するという前兆だ。そのまま流れに任せるといい」

「そ、そんなっ……で、でも、あああっ、や、気持ちい、気持ちいいっ!!」

　何かに呑まれそう、という気持ちになったとき、アイリーンの視界が白く弾けた。瞬間、びくんびくんと身体が痙攣し、手足の先までびりびりと電気が走ったような心地になる。

「はあ、はあ……」

　疲れからか、興奮からか、アイリーンが肩で息をしていると、セオドリックがようやく秘所から顔を離してくれた。しかし足は抱えたままだ。

「アイリーン、イった感想を聞かせてくれ」

　にいっと笑う意地悪なセオドリックに、アイリーンは恍惚とした表情で素直に答えた。

「わ、わかりません……ただ、何がなんだか……大きな波がきて、過ぎ去っていったような、そんな感覚がしましたわ……」

「そうか。それはよかった」

　それだけ言うと、セオドリックがアイリーンの足をソファに下ろして膝立ちになる。それから自らの下肢をくつろげ始めた。

「っ……!?」

　アイリーンの目に、そそり立った剛直が映る。本人には何もしていないというのに、セオドリックの陰茎はすでに太く、長く大きく、そして固くなっていたのだった。

「このまま挿入してよいか？」

　アイリーンはソファに座り、Ｍ字に足を広げた状態だ。座ったままという未知の体勢に、アイリーンは緊張しつつも、こくりとうなずいた。

　セオドリックが微笑んでくれる。

「ひとつになろう、アイリーン」

「は、はい！　セオドリックさま」

　アイリーンが答えると、セオドリックが己を持ち、アイリーンの蜜口に先端を押し当てた。そしてそのまま、ぐっと腰を入れてくる。

「は、ぅ……あ、あああっ!!」

　ずりゅっと、亀頭が中に入り、媚肉が押し広げられた。それだけで感じてしまい、アイリーンが嬌声を上げる。

　ならしたあとでもまだきついのか、セオドリックは顔をしかめつつ、中を穿った。

「やぁああ、ああ、すごいぃいっ!!」

　ず、ずずっと、太い竿が膣壁をこする。その感覚が気持ちよくて、アイリーンはいつまでも挿入し続けてもらいたいと思ってしまう。この瞬間が一番好きだった。

「あ、あ、あああああ!!」

　やがてずんっと、すべてがアイリーンの中に収まると、セオドリックがはあはあと荒い息をついた。

「アイリーン、すべて入ったぞ」

「ええ、ええ……！」

　こくこくと涙目でうなずきながら、アイリーンはセオドリックの首に腕を回す。

「体勢、きついか？」

「いいえ、わたくしは……セオドリックさまは？」

「大丈夫だ。むしろ動きやすい」

　にやっと笑い、セオドリックがゆるやかに腰を動かし始めた。

「ああんっ、あ、はぁあっ、や、き、気持ち、いい、あ、ああんっ」

「わ、私もだ――！」

　二度目の交合は、思ったよりもスムーズで、最初から気持ちいい。アイリーンとセオドリックは初めて同士なので互いにまだ気づいていなかったが、身体の相性がとてもよかった。

　セオドリックは夢中になって腰を振り、アイリーンを翻弄させる。

「はぁあっ、それ、すごいっ、あんっ、いいですぅっ、ああ、あ、はぁっ」

「アイリーン、アイリーンっ」

　アイリーンの名を呼びながら、熱杭で蜜壺を貫く。そのたびにとろとろと蜜が零れ、セオドリックの肉棒にまとわりつき、滑りをよくした。

「あああ、セオドリックさまぁっ、いいです、すごくっ、あ、はぁんっ、ああ」

「くっ……そんなに締めつけるな……！　もう、イってしまいそうだ――！」

　イクということがどんなに素晴らしいか、アイリーンは先ほど身をもって体験したばかりだったので、セオドリックがイってくれるなら、それほどうれしいことはない。

「いいですわ、セオドリックさま、わたくしの中に……!!」

　子種を注がれると、えも言われぬ満足感と充足感を味わうことができた。その心地よさをもう一度味わいたくて、アイリーンはセオドリックに射精を促す。きゅっと膣を締めると、セオドリックの眉間にしわが寄った。

「く、ぅっ……もう、ダメだ……!!」

　ぐっと腰をアイリーンの太ももに打ちつけると同時に、セオドリックが吐精する。びゅくびゅくと子種をまき散らし、子宮に注いでいく。白濁が、蜜孔から溢れ出た。

「あ、ああ……」

　熱い飛沫の感覚にうっとりと顔をゆるめ、アイリーンはセオドリックに抱きつく。

「ああ、アイリーン……そなたは、すばらしい」

　ますます愛おしくなったと、セオドリックはアイリーンの耳元でささやいた。

「わたくしも、わたくしも同じ気持ちですわ……」

（これが愛おしいということ――）

　アイリーンとセオドリックは、この二度目の交合を通して、互いに初めて他人を自分以上に愛おしく思うことができたのである。









　宰相バージルのひとことは鶴の一声になるのだろうかと、アイリーンは思う。

「市場調査、だと？」

　玉座のセオドリックが不可解な顔をしている中、バージルは嬉々として話を続けた。

「はい。陛下にも市民の暮らしをじかにご覧いただきたいと思っております」

「しかし……アイリーンが来る前にも行ったばかりではないか」

「そうなのですか？」

　隣のアイリーンが問うと、セオドリックはうなずく。

「ああ、それでこの前に税制度を改正したばかりだ」

　なのにいまさら……と、セオドリックが渋ると、バージルは「それではいけません！」と強く主張した。

「市民の暮らしは日々変わりゆくものですぞ！　しかも今回はお忍びで行かれることで、より身近に感じることができるはずです」

「お忍び、か……アイリーン、そなたはどう思う？」

　セオドリックは考え込み、王妃に意見を求めた。

　アイリーンは率直に思ったことを言う。

「面白そうではございませんか？　わたくしもドノヴァンの街並みは遠くからしか見たことがございませんので、じかに見てみたく思いますわ。それもお忍びであれば、わたくしたちが目立つこともございませんし」

　するとバージルが慌てた。

「え、いや……王妃さまはぜひとも城に残って――」

「うむ！　それはいいことだな。私はアイリーンにも国をじかに見せてやりたい！」

「…………」

　バージルは諦めたのか、わずかな沈黙ののち続ける。

「……わかりました。王と王妃、おふたりで市場調査にお忍びで行けるよう手配させていだきます。案内人はこちらにお任せください」

「わかった。頼む」

　鷹揚にうなずくセオドリックに礼をして、バージルはすごすごと謁見の間を出ていく。そんな彼の様子から、今度ばかりは誰のジャマも入らないとアイリーンは思っていたのだが――。









「お久しぶりです、陛下。そしてアイリーン王妃」

　バージルによって案内人として紹介されたのは、彼の娘のディアドラだった。ディアドラは踊り子のような市民の衣装をまとっており、アイリーンから見ればとても妖艶に思えた。そのような姿の彼女を前にすると、なぜか胸がしくしくと痛む。

「なぜ、ディアドラが？」

　セオドリックはどうにも解せないと、バージルを睨みつけた。

　怪訝と眉根を寄せるセオドリックも、不穏な顔をしているアイリーンも市民の格好をしていたが、ディアドラほど派手ではない。案内人として果たしてふさわしいと言えるのだろうか。

　バージルはびくっと身をすくめるも、ぺらぺらと軽快に説明を始める。

「ディアドラには商才があり、わたしの事業も手伝ってもらっているのですよ。取引相手とのやりとりも得意なので、娘であれば市民に溶け込んだままスムーズに市場調査ができるはずです！」

「……そうか」

　セオドリックは納得がいっていないようだったが、そっとアイリーンの手を握った。アイリーンは優しいセオドリックを見上げ、不安ではないと微笑んでみせる。

「ディアドラさんとはまたお会いしたいと思っておりましたの。いい機会ですわ、陛下。せっかくですから、案内していただきましょう」

「アイリーンがそう言うなら……」

　渋々といった態だったがセオドリックはうなずき、アイリーンに笑顔を向けた。最近ではふたりとも愛おしいという気持ちが通じ合い、王城内では仲睦まじいことで知られている。

　そんなふたりの様子を、ディアドラが意味ありげに目を細めて見つめていた。

「ささ、時間は有限ですぞ！　さっそくご出発ください！」

　三人はバージルに促され、一般の馬車に乗り込むと、さっそく市場調査に出かけたのである。









　馬車内でアイリーンとセオドリック、ディアドラは向かい合わせで座っていたが、ディアドラは始終セオドリックに市場の説明をしており、アイリーンには目もくれない。それもアイリーンには理解できないドノヴァンの専門用語を使うものだから、持ち前の積極性で話に入ろうとしてもまったく難しい状況だった。

　しかしここで、いい加減痺れを切らしたらしいセオドリックがディアドラにぴしゃりと告げる。

「ディアドラ。それではアイリーンがついてこれない。もっと簡易的に説明できないものか？」

「それは失礼いたしました」

　ディアドラは微笑み、アイリーンに挑戦的な笑みを向けた。

「この国の王妃というぐらいですから、そこまでの知識はすでにお持ちになっておられると思いましたのよ」

「……そうでしたか。ごめんなさい。わたくしもこの国の王妃として、もっと勉強しておきますわ」

　アイリーンも挑戦的にディアドラを見つめ、決して負けまいと声を張る。そしてアイリーンのペースで進められるよう、自分から話を振った。

「ところでディアドラさん。最初はどちらへ向かわれるのでしょう？」

「市場ですわ。朝のいま、市民たちで賑わっていることでしょう」

　バチバチと、女の間に火花が散っている。

　セオドリックはひとり気まずそうに、コホンと咳払いした。

「そ、それは楽しみだな。新鮮な食材がそろっているころだから、アイリーンもよく見ておくといい」

「はい、陛下」

　セオドリックに笑顔を向け、アイリーンは彼に寄り添った。

　向かいのディアドラはまた意味ありげに見つめていたが、アイリーンは自分たちの仲を引き裂くことなどできないと思っていた。なぜならセオドリックとは気持ちが通じ合っているからだ。ディアドラが寵姫ならいざ知らず、一宰相の娘である。これ以上は何もジャマされないはずだったのだが――。









「セオドリック、あーん」

「……ディアドラ！　やめなさい！」

「誰も気にしてはいないわ。だってわたしたち、市民……夫婦なんですもの」

　ディアドラがひとくち大に切ってあるフルーツ串を、セオドリックに勧めている。それもあり得ない方法で。

　馬車を降りた途端、ディアドラはセオドリックと親しそうに腕を組み、アイリーンを置いて市場の中を歩き始めてしまったのだ。

　アイリーンは初めての市場に戸惑い、どこに行っていいかもわからず、とりあえずふたりを見失わないよう小走りで追いかけるしかない。

　セオドリックはちらちらとうしろを気にしているが、大々的に名前を呼ぶこともできないので、にっちもさっちもいかないという状態であった。

「や、やめないか！」

　アイリーン以外では女慣れしていないセオドリックがさすがにディアドラに注意するも、彼女にまるで引く気はないらしい。

「陛下。一般市民がそんなことをしていたら、おかしいと思われますわ。いま、わたしたちが市民に扮装していることをお忘れなく。女と男が連れそうならば、夫婦を装うことが普通ですわ」

　こそっと耳元で、こんなことをささやく始末だ。

「し、しかしっ……夫婦を装うならば、本物の――」

　本物の夫婦であるセオドリックとアイリーンでいいはずなので、彼は納得がいかないようだ。これでは市場調査ではなく、ディアドラとの体のいいデートである。それもアイリーンは王妃なのに、市民に扮した途端、外野になってしまった。

「セオドリ……」

　アイリーンはセオドリックの名前を呼んでみるが、陛下の名前を表では出せない。その辺りの調整を馬車の中で、ディアドラからは何も聞かされていなかった。ディアドラはこうなることを、あらかじめ予想していたのだろう。まんまとしてやられてしまったわけだ。

（どうしましょう！　このままではディアドラさんにセオドリックさまを取られてしまうわ!!）

　胸がしくしく痛い。先ほどからずっとそうだった。

　そこまで考えたところで、どうして胸が痛み、そんなにふたりの行方が気になるのかいま一度思案してみる。

（よく考えれば、ディアドラさんがセオドリックさまと仲良くしたところで、何も悪いことはないのよね。王妃がわたくしなのは変わらないのだし……それとも王妃が取って変わってしまうとでも思っているのかしら。王妃の座に執着しているとすれば、どうしてここまでいやな気持ちになってしまうのだろう？）

　フルーツ串をセオドリックに無理やり食べさせるディアドラを見つめ、アイリーンは暗澹たる気持ちを必死で堪えていた。そしてふいに気がつく。

（ああ……これこそ、恋なのだわ。わたし、セオドリックさまのことが愛おしくて仕方ないのね）

　だからセオドリックをディアドラに取られることが悔しいのだ。いまフルーツ串を食べさせているのが自分であれば、どんなにいいか――それこそが恋する相手への気持ちなのだと、アイリーンは奮起する。

　これまで遠慮がちだった歩調を速め、必死に人垣をかき分けて前に進み、ディアドラに軽く体当たりした。

「きゃっ!?」

　ディアドラは当然、持っていたフルーツ串ごと前につんのめる。

　セオドリックの隣が空いたところで、アイリーンは自らがその位置に納まった。

「ア、アイリーン!?」

　何をしているのだと、セオドリックがそっとささやく。しかしディアドラが離れたこと、アイリーンが隣に来たことでうれしそうだ。

　アイリーンは余裕の微笑みを浮かべてみせた。

「あら、ディアドラさん？　大丈夫ですの？　こんな人混みですから、押したり押されたり大変ですわね」

　ほほほっと笑うと、振り返ったディアドラが睨んでくる。

　喧嘩上等と、おてんば・はねっかえり元王女アイリーンが向かい合ったとき、唐突に横から声がかかった。

「お、お嬢さん。きれいじゃない！　うちの店で踊り子をやらないかい？」

「え、え!?」

　どうやら踊り子を雇っている店の店主が、ディアドラの格好を見て踊り子候補だと勘違いしたらしい。慌てるディアドラを引き留め、あれこれオーディションを始めてしまう。ディアドラもそんな格好をしているものだから、なかなか抜け出せないでいた。

「いまのうちですわ！　さっそく市場調査に参りましょう!!」

　アイリーンはなんとその場にディアドラを放置して、セオドリックの手を引っ張って行ってしまう。

「えっ、え!?　ちょ、ちょっと!!　陛……」

　ここで陛下の名を出したら禁忌だ。いくら地位と権力のあるディアドラと言えども、騒ぎを起こしてセオドリックが万が一危険に晒されたら、裁判にかけられることになるだろう。よくて禁固刑、悪くて死罪だ。

　それがわかっているから、ディアドラはアイリーンとセオドリックが去っていくことを止めることができなかった。

　セオドリックも気にかけてはいたが、ディアドラから解放されたことにほっとしているらしい。アイリーンに手を引かれるがまま、ふたりは市場の中に消えていった。









　市場調査を終え、アイリーンとセオドリックは手を繋いで帰りの馬車に向かっていた。おそらく馬車の前ではいまごろ怒りのディアドラが待っていることだろうと思うが、ふたりは充実した一日を過ごしたため、まったく苦にしていない。

　しかし途中、セオドリックがとある宝飾洋品店で足を止めた。

「セオドリック？」

　市場では一般市民に紛れるため、アイリーンは名前を呼び捨てすることにしていた。ドノヴァン王国には王にあやかった名前を付ける家庭が多いことから、〝セオドリック〟に反応する市民は周囲にはひとりもいない。

「アイリーン、最後にここに入ってみよう。そなたに似合うものを見立てたい」

「まあ……」

　そんなこといいのにと思いつつ、セオドリックに気にかけてもらえることが嬉しく、彼への想いは増すばかりだ。この気持ちをいつ伝えようか迷ってしまう。

「いらっしゃいませ！」

　愛想のいい店員に迎えられ、店内に入っていくと、さまざまな宝石や装飾品が数多く並んでいた。色とりどりのドレスや用途さまざまな衣装もあり、目がちかちか、頭がくらくらするほど中は広い。アイリーンはカッシング王国にいたときから王族なので、こうして一般の店に買い物に来ることがなかったから、あまりの品数の多さに圧倒されてしまう。

　店員は当然、一般人が買い物に来たと思っているので、ほかの客と対応は変わらなかった。二組ほど別の客がいて、ひとりしかいないらしい店員はいまそちらの対応に追われている。

「アイリーン、これを試着してみてくれ」

「え……」

　セオドリックが選んだのは、なんと踊り子風の衣装だ。ディアドラが着ていたものよりも派手で露出度が多く、アイリーンはびっくりしてしまう。

「こ、これを、わ、わたくしが？」

　まさか一国の王妃が着るものとして、作り手だって考えてはいないだろう。

　しかしセオドリックには彼なりの意見があるようだった。

「実はディアドラの服装に触発されてな。アイリーン。そなたがあの衣装を着ていたら、どんなに淫靡……いや、すばらしいかずっと想像していたのだ」

　淫靡……の部分が気になったが、そう言われてしまえば試着するほか選択肢はない。

　アイリーンは恥ずかしさで顔を真っ赤に染めながら、セオドリックから渡された踊り子風の衣装を持ち、試着室に入った。そこは鏡とドアが付いた個室になっている。

（こ、こんな露出度が高いもの、初めてだわ……!!　どうやって着るのかしら？）

「どうだ？」

　わくわくといった態で、ドアの向こうからセオドリックの声がした。

　なんとか着替えたアイリーンが、おそるおそる答える。

「え、えっと、着てみましたけど……」

「どれ、見せてくれ」

　アイリーンは試着室のドアを開け、恥ずかしながら踊り子風衣装を試着した姿を見せた。肩と腹部、太ももより下が露わになった、露出度の高い服装だ。

「…………」

　するとセオドリックが無言で固まってしまった。

　アイリーンは、まさか似合わなかったのでは――と不安になる。

「ご、ごめんなさい。セオドリック……ディアドラさんのように妖艶な方ならまだしも、わたくしみたいな者ではこの衣装は……」

「素敵だ」

「え？」

「誰にも見せたくない」

「は？」

　バタン！　と、試着室のドアが閉まった。

　しかも中にはセオドリックも入ってきている。

「え、ちょっ……セオドリック、これでは元の服に着替えられませんわ！」

「着替える必要はない。このままでいい。むしろ一生、その姿でいてくれ」

「何を――んんぅっ!?」

　セオドリックに強引にキスされ、アイリーンは大きく目を見開いた。鏡には驚いている自分の顔が映っている。

「やっ……ダ、ダメっ……ここはお店の中ですわ！」

「大丈夫だ。店員は気にしていない」

「そ、そういう問題じゃぁ……あ、あんっ」

　立ったまま首筋に口づけられ、チュ、チュッと甘く鬱血痕を散らされた。

　それだけで感じてしまい、下腹部がずくんと疼く。

「へ、陛下ぁ……っ」

「セオドリック、と呼べ」

「セ、セオドリック……！」

　こんなところではいけないと、セオドリックを押し返すが、彼の下半身はすでに勃起しており、ズボンの上の部分が膨らんでいた。

「っ!?」

　まさかこのままここで性交するのではないかと、アイリーンが驚愕する。

　そのまさかだった。セオドリックは性欲が抑えられないらしく、露出度の高いアイリーンの素肌を次々に吸っていった。

「あっ……ん、ぁ……ダメぇ……っ」

「そなたのこんな格好が見られるとは……バージルもいい仕事をしてくれた」

　セオドリックの手が、アイリーンの胸にかかる。薄手の着衣を押し上げ、ぽろんと豊満な乳房を露出させた。白くまろやかな乳房が、セオドリックの大きな手で押し回される。

「ああっ!?」

「ああ、アイリーン……そなたが、愛おしい……！」

　やわやわと乳房を揉まれ、間もなく乳首が硬く勃ち上がった。

　その先端を、セオドリックの指先がくりくりといじり始める。

「や、ぁ……ああっ……そ、んなに、しちゃ……ああ、あ、ん……っ」

「ほら、アイリーン。そんなに声を出すと、店員が来るかもしれんぞ」

「あっ」

　アイリーンははっとして、口元を手で覆う。鏡には真っ赤な顔をして、快感を堪える、半裸で扇情的な自分が映っていた。

「ん……ダメ……セオ、ドリック……こんな、とこじゃ……やぁ……」

「そなたがいけないのだ」

「な……んで……」

　セオドリックがアイリーンの乳頭に吸いついてくる。彼はじゅっと音を立てて、舐めたりしごいたりを繰り返した。何も出てこないのに、まるでそうしていれば出てくるというみたいに、赤ん坊のようにちゅうちゅう吸っている。

「今日一日、普通の夫婦のように過ごしてみて、ますますそなたが愛おしくなった」

「んんぅ……あ、あ、わ、わたくしも、わたくしもです、わ……セオドリック、あなたが――」

　顔を上げたセオドリックに、アイリーンは潤んだ目でいよいよ告白する。いまがそのときではなかったかもしれないが、言わずにはいられなかったのだ。

「あなたが好きです……！」

「アイリーン……!?」

　驚いて目を丸くするセオドリックだったが、彼は勢い込んで聞いてきた。

「ほ、本当か？　それは私が王だからではないのか!?　無理していないか？」

「いいえ、無理などしておりません」

　セオドリックが愛撫を中断してくれたので、アイリーンが冷静にきっぱりと言う。

「最初はわたくしも王陛下の妻だから、好きにならないといけないという義務感がございました。けれど、ディアドラさまへの嫉妬があったり……その、いろいろ……気づかされて……」

　恥ずかしくなって顔を赤らめるも、アイリーンは最後まではっきりと告げた。

「あなたさまが好きですわ。心から大好きです、セオドリックさま」

「アイリーン……」

　瞬間、セオドリックがぎゅっとアイリーンを抱き締めてくる。

「きゃっ」

　狭さのあまり倒れ込みそうになり、うしろの壁にもたれた。

　セオドリックが再び勢い込んで言う。

「私もだ！　実は私も今日気づいたのだ。そなたが好きなのだと」

「ほ、本当でございますか？」

　アイリーンは驚きとうれしさから、ぱちぱちと目を瞬いた。

　セオドリックが大きくうなずく。

「ああ、王妃としてではない、ひとりの女性として、アイリーン、そなたが好きだ。心から大好きだと言える」

「ああっ……セオドリックさま……！」

　ふたりは自然と、夢中になって唇を吸い合った。

　くちゅり、くちゅりと音を立てながら、舌を絡ませ、口腔内を探り合う。

「ん……ふ、ぁ……は……っ」

「アイリーン、アイリーンっ」

　セオドリックがキスをしながら、再び胸を揉んできた。今度は強弱を付け、アイリーンを翻弄させる。

「ひ、ぁ……んん、ぁ……は、あ……やぁ……ああんっ」

　身体が甘く痺れた。セオドリックを求めて、下肢がずくずくと疼く。思わず太ももをこすり合わせていたら、セオドリックに気づかれてしまった。

「そこに触れてほしいのか？」

「っ!?　そ、んなことは――」

　ぶんぶんと首を横に振るけれど、アイリーンの下着はすでに湿っている。それがわかっているから、セオドリックにはいま触れてほしくなかった。

　しかしセオドリックの手が下がり、下衣の中に突っ込まれてしまう。下着に触れられ、にやりと笑われる。

「あっ……!?」

「もうこんなに濡らして」

　くすりと吐息を漏らすセオドリックを前に、アイリーンは恥ずかしくて卒倒しそうだ。

「ご、ごめんなさいっ」

「謝ることは何もない。そなたが私を求めてくれている証拠だからな」

「ですが、こ、こんな場所で」

「大丈夫だ。誰もこない。きたとしても、最終的には私がなんとかしよう」

「…………」

　確かに王であるセオドリックであれば、こんなところで性交に及ぼうと、身分を明かせばなんの問題も起こらないだろう。しかしそうしたら、セオドリックの評判が落ちるのではないかと、アイリーンは心配していた。だからやめてもらおうとしたのだが――。

　くちゅりと、花びらの間に指を入れられ、アイリーンが思わず嬌声を上げる。

「ああっ」

「アイリーン……またそなたのここを舐めたくて仕方がない」

「ダ、ダメです……！」

　ふたりがようやく立てる場所だったので、物理的に不可能だったのだが、セオドリックは諦めたくないらしい。アイリーンの下衣をおろすと、アイリーンの下にくるような体勢で、その場にしゃがみ込んだ。

「ああっ、そんなっ!?」

　セオドリックはアイリーンの片足を肩に担ぎ上げると、大きく足を開かせる。そしてそのまま上を向き、濡れた秘部に舌を這わせてきた。

「ひぁあっ!?　ああ、そ、んな……ダメ、なのにぃ……ああ、んんぅっ」

「ああ、アイリーン……どんどん溢れてくる……そなたの蜜が……甘い……」

　ぺろり、ぺろりと、セオドリックがアイリーンの秘められた場所を暴いていく。セオドリックが刺激を加えるたびに、蜜壺からはとろとろと蜜が流れ落ちた。

　飛び散った蜜がセオドリックの顔を濡らして、鏡に扇情的に映し出されている。アイリーンのほうからは鏡が見えるので、逐一自分の様子が客観的に見えてしまう。

「んぅっ……セオド、リック……も、……ダメぇ……これ以上、はぁ……っ」

「ああ、私ももう我慢できそうにない。すごく濡れているし、挿れてもいいか？」

「ダ、ダメ、ですぅっ……!!」

　それだけはいけないと、アイリーンはセオドリックをとどめようと試みる。

　けれど立ち上がったセオドリックは、下肢をくつろげ始めていた。ずんぐりと膨らんだ肉棒の先端が、天を向いてそそり立っている。

　それを見て、アイリーンはごくりと息を呑んだ。

「セオドリックさま、さすがにここでは――」

「呼び捨てにしろと言ったはずだ」

「セオドリック……ああ!?」

　セオドリックはアイリーンの言うことに構わず、彼女をひっくり返してうしろを向かせる。それから鏡に手を付かせ、淫らな格好を露わにした。堅物だったセオドリックの面影はもうない。彼が見せる雄の表情にアイリーンはたまらなくなり、くらくらしてしまう。

　セオドリックはアイリーンの腰を引くと、うしろから彼女の蜜口に自らの分身を押し当てる。

「ああっ……ダメ、なのにぃ――！」

　アイリーンが涙を浮かべて懇願するも、セオドリックはすでに腰を進めていた。

　快楽の予感に、アイリーンの背筋がぞくりと震える。

　ず、ずりゅっと、熱杭が媚肉を押し広げ、膣道を貫いていく。

「ああああ!!」

　一番好きな瞬間に、アイリーンはわなないた。

　セオドリックが「くっ」と息を詰め、腰を進めていく。

　ずんっと、最奥まで入ったとき、アイリーンは自然と涙していた。鏡には、ぽろぽろと泣き、セオドリックに犯されている自分が映っている。その姿にまたひどく感じてしまい、アイリーンは羞恥で消え入りたくなった。

（自分がこんなにもいやらしい女だとは思わなかったわ……!!）

「ああんっ……あ、はぁっ……や、ダメ、見つかっちゃうっ」

「なら、静かにするんだ」

　はあはあと肩で息をしながら、セオドリックがうしろから手を伸ばし、アイリーンの口を押さえる。その状況に堪らず興奮し、アイリーンは幾度も愛液を垂らした。

「んぅっ……う、んんっ……ふ、う……ううっ、ん、ううっ」

　できるだけ静かに動くことを意識してか、セオドリックがゆっくりと中を穿つ。

　じゅくり、ちゅぷりと、結合部からは音がしているが、それが外に聞こえていないとは限らない。ふたりは極限状態の中で、秘密の交わりを愉しんでいた。

「ああ、アイリーン。そなたの中は温かい……！」

「んんぅ、セオドリックぅっ」

　まるで待てないというみたいに、抽挿が段々と速くなっていく。セオドリックがいよいよ我慢できなくなったらしい。

　パン、パン！　と強く肌を打ち合わせ、うしろから剛直で中を突き続けた。

「ふう、んんっ、う、ぁうっ、うんっ、んぅっ、ふ、ふぅっ」

　絶頂の予感に、アイリーンはきゅっと膣に力を入れる。

　それが結果的にセオドリックの雄を締めつけることになってしまい、彼から限界の声が上がった。

「アイリーンっ……くぅ――私はもう、いきそうだ……っ」

　セオドリックがアイリーンの口から手枷を外すと、両手で腰を持ち、激しく穿ってくる。パン、パン！　じゅく、ぷちゅっと、激しい水音が試着室に響いた。

「あああっ、わ、わたくしも、わたくしも、ですっ、セオドリック、セオドリック！」

　ふたりの快楽のボルテージが、最大限にまで上昇している。

　セオドリックもアイリーンも堪らず、愛をささやき合った。

「アイリーン、好きだ……！　そなたのことが、大好きだ……!!」

「わたくしも、わたくしも好き、です！　セオドリックが大好きですっ!!」

　ずくんっと、蜜孔の最奥にセオドリックの亀頭が届いたとき、彼の欲望がぱあんと弾けた。びゅくびゅくと吐精して、白濁を子宮に注ぎ込む。

「あ、あああ……っ」

　熱い飛沫を胎内に感じたアイリーンはその瞬間、絶頂に達した。全身が痙攣する。膣がきゅうきゅうとうごめき、蠕動運動を始めた。まるで白濁の一滴も逃すまいと、精子を子宮内に送り込んでいるみたいだ。

「ああ、アイリーン……！」

　しばらくは繋がったまま、セオドリックはうしろからアイリーンを抱き締める。

　アイリーンも快感の余韻に浸りながら、セオドリックの抱擁を受けた。

「セオドリック……とても、素敵でしたわ……」

　アイリーンがうしろを振り向き、セオドリックとキスを交わしていると、

「お客さま？　どうかなさいましたか？」

　店員が声をかけてくる。

　ふたりはびくりと身をすくませ、急いで身支度を整えたのだった。

















四章　さらわれた王妃












〝好き〟と言い合ったことで、アイリーンとセオドリックの仲はますますよくなっていく。王城ではふたりが仲睦まじく寄り添う姿を目にする機会が多く、使用人や兵士たちの間でもそれは公然の事実となっていた。

「王妃さま、最近ご不調などありませんか？」

　ある日、部屋でお茶を飲んでいたところ、ふいにブレンダにそう言われ、アイリーンはきょとんと首を傾げる。

「不調？　まさか。わたくしは元気いっぱいよ！」

「そ、それは大変喜ばしいことですが――」

　ブレンダは鈍いなあとでも言いたげな視線を寄越してきたので、アイリーンは詰め寄った。

「不調なのがいいことなの!?　どういうこと!?　わたくしの認識不足なのかしら!?　やはり落ち着いていたほうが、王妃としてふさわしいってこと!?」

　矢継ぎ早なアイリーンに気圧されながら、ブレンダが言葉を継ぐ。

「そうではありません！　ご懐妊の兆しがあるか、確かめたかったのですよ！」

「ああ……って、ええ!?」

　アイリーンは納得するも、我に返れば納得するわけがなく、焦って声が裏返ってしまう。

　しかし、そう言われてみれば……という不調は本当にいっさいなく、毎日元気いっぱいだったので、ブレンダに指摘されるまで王妃としての大事な役目のひとつを失念していたことに気づいた。

「た、確かに……！　これだけ陛下が通ってくださっているというのに、わたくしったらなんで元気なのかしら!?」

「い、いや、王妃さま……元気なのはいいことです。妊娠はタイミングもありますし、これからですよ」

　ブレンダが慰めるも、アイリーンは気が気ではない。

「いえ、それではダメよ！　わたくし、妊娠しなくてはならないわ!!」

　そうと決まれば善は急げ。アイリーンは部屋で呑気にお茶をしていたにもかかわらず、すっくと立ち上がり、走れるようドレスの裾を持ち上げた。

「王妃さま!?　ど、どちらへ!?」

　慌てたのはブレンダだ。

「陛下の執務室ですわ!!」

「お仕事中だと思いますよ!?　お仕事が終われば来てくださるのですから、お待ちになったほうが――」

「いえ、待っていられるほど簡単な問題ではないもの!!」

「お、王妃さま、お待ちになって――」

　ブレンダが止めるのも聞かず、アイリーンは慌ててセオドリックの執務室に急いだのであった。









「セオドリックさまあ!!」

　衛兵が止めるのも聞かず、アイリーンはバアン！　と執務室の扉を開け放った。

　もちろん仕事中だったセオドリックとバージル、側近たちがぎょっとしてドアのほうに目を向ける。アイリーンはひどく焦った様子で走り寄ってきた。

「ど、どうしたんだ、アイリーン？」

　セオドリックは妻のただならぬ様子に驚いている。

　バージルと側近たちは驚きのあまり、空いた口が塞がらないようだ。

　彼らが傍にいるというのに、アイリーンは焦燥感もいっぱいにこう口にした。

「いますぐわたくしと子供を作りましょう!!」

「……っ!?」

　無論のこと、その場にいた全員が机からくずおれたのは言うまでもない。

　アイリーンがつかつかとセオドリックの元に歩み寄り、彼が向かう机にバン！　と、手を付く。

「わたくし呑気にお茶などたしなんでいる場合ではございませんでしたの！　早く子供を授からないと、ドノヴァン王国の未来に関わってくるのです！　そうです、わたくしはいますぐ妊娠しなければならないのですわ!!」

　アイリーンは息継ぎもせず、ひといきにこう言った。

「…………」

　セオドリックはさすがアイリーンの夫、最初こそ呆然としていたが、状況が呑み込めたのか、妻を落ち着かせようと力強い彼女の手を優しく握ってくれる。

「アイリーン、子供は授かりものだ。少しも急ぐことではない。いまの私たちはいい関係ではないか？　このままでいこう？」

「セ、セオドリックさま……でも――」

　アイリーンは眉を下げ、心優しい夫を見つめた。

　セオドリックも妻を見つめ、いつも通りの和やかな雰囲気が生まれる。

（そうね。セオドリックさまがそうおっしゃるのだから、わたくしたちはこのペースでいいのかしら？　よく考えても、確かに急ぐことではないのかもしれないわ）

　そう思いかけたとき、しかし宰相バージルが口を挟んだ。

「いいえ、陛下！　この件ばかりはアイリーン王妃の言う通りですぞ!!」

　しかも彼は、ここぞとばかりに意気揚々としている。

「バージル……」

　うんざりといった態で、セオドリックが顔をしかめた。

　バージルは仲睦まじい様子のふたりに釘を刺す。

「陛下の一番のお務めはお子をなすことです！　陛下はもういくつになられたとお思いですか？　早くお世継ぎを作っていただかないと、このままではドノヴァン王国の存亡にも関わって参りますぞ!!」

　バージルの言葉に、アイリーンははっとしてしまう。セオドリックの優しさは身に染みているが、客観的に見て正しいのはバージルではないかと思ったからだ。

　けれど当のセオドリックはやはり違う考えらしい。

「……それは聞き飽きた」

　セオドリックが溜息をつく。

「私はアイリーンとゆっくり事をなしていきたいと思っている」

「――――」

　きっぱりと言うセオドリックの威厳を前に、バージルが口をつぐんだ。

「セオドリックさま……」

　アイリーンが再び眉を落とすと、セオドリックはこちらに向けて微笑んでくれる。

「そなたが何も心配することはない、アイリーン。私たちはこのままでいいんだ」

「……は、はい」

　ためらいがちにうなずくも、バージルだけは渋面でふたりを見つめていた。









　部屋に戻ったアイリーンは、さっそくブレンダに意見を聞くことにした。

「ブレンダ。わたくしはやはり、セオドリックさまとバージルの間を取って、密かに妊活に打ち込もうと思うの」

　ブレンダはぱちんと手を打ち合わせ、歓喜の声を上げる。

「それはいいことです！　王妃さまと陛下のお子さまなら、きっと玉のように可愛らしい子がお生まれになるでしょう！」

「それでブレンダに聞きたいことがあるのよ」

「はい、なんでしょう？」

　きょとんとするブレンダに、アイリーンは自分の考えを話して聞かせた。

「妊娠しやすい運動、ですか？」

　ブレンダは耳を疑うとでも言いたげに、首を傾げる。

　アイリーンは勢い込んで尋ねた。

「あなたなら、その手の知識も持っているのでしょう!?」

「そ、そんな無茶な……」

　と言いつつ、しかしブレンダはすぐにフフフッと不敵に笑ってみせる。

「私の情報網を甘く見ないでいただきたいですね。カッシングにいたときも、ドノヴァンにきたときも、使用人間の情報収集は欠かしたことはありませんから」

「ということは？」

　わくわくするアイリーンに、ブレンダはこくりと首肯した。

「もちろんあります！　妊娠しやすい運動！　体操！　食べ物、飲み物！　妊活に必要な諸々そろえておりますよ!!」

「さすがわたくしのブレンダね！」

　アイリーンとブレンダは手を取り合って喜ぶ。

　けれどここでブレンダがはたと気づいた。

「ではアイリーンさまは、陛下がお勧めされなかったのに、妊活に取り組まれるというのですか？」

　一転真面目な顔で問うブレンダに、アイリーンは重々しくうなずく。

「ええ。やはりこの国の王妃として、務めを果たさなければいけないと思うの。それも早いほうが、きっと望まれるでしょう？」

「それはそうですが……陛下の言う通り、このまま陛下とゆっくり仲を深められても宜しいのでは？　授かりものなのですから、いつか妊娠はできますよ？」

「まあ、ブレンダったら！　協力するなんて言っておいて、あなたは陛下と同じ意見なのね！」

　そういうわけではないのですが……と、ブレンダが口ごもる。

「ただ、陛下にもっと甘えてもいいのではないかと私は思うのです」

「…………」

　アイリーンは考えてみたが、やはりそれには首を横に振らざるを得ない。甘えることは簡単だけれど、なるべくならセオドリックにもっと喜んでもらいたかったからだ。子供ができればきっと彼も役目から少しは解放されて、いま以上に息がしやすくなるのではないかと、アイリーンは思っている。そう、アイリーンには年の差結婚した夫が、この国のトップとして息苦しく生きているように思えてならないのだった。

「――いえ、それはダメよ」

「アイリーンさま……」

　だからそう言ったら、ブレンダが眉を下げた。

「そんなアイリーン王妃だから、セオドリック陛下はゆっくりでいいと申し上げられたに違いありません。でも私は応援します！　妊活していきましょう！　妊活!!」

「ええ、これからの時代は妊活よ!!」

　あははは！　と、呑気に笑い合うアイリーンとブレンダは、まさかこれから自分たちの身に何が起きるのか、このときは少しも想像しなかったのである――。









　それから毎日、アイリーンはブレンダとともに城内で妊活に励んでいた。無論、夜はセオドリックとともに励んでいたが、できるだけのことはしたいと、彼には内緒で密かに始めている。何事もなかなか黙っていられないアイリーンだったけれど、これだけは夫婦の平穏のためにいまは黙っていようと思っていた。

　ブレンダの知識を元に、妊娠にいい運動、体操、食事など、気を遣っている。

「ブレンダ、今日はこれで終わりなの？　わたくし、もっと運動したいのだけれど！　それに元気があり余っているから、もっといろいろできるわ」

　窓からは夕日が射し込んできていたが、アイリーンは元気を持て余していた。元気だということは妊娠はまだということだから、余計に焦ってしまう。

「ダメですよ、アイリーンさま！」

　しかしブレンダに注意され、アイリーンは渋々歩行を止める。いまはウォーキングがいいということで、城中を散策という名目であちこち歩いていたところだった。

「激しい運動は逆効果なんです！　身体を激しく動かすと、卵子や精子の老化を促す恐れがあるということですから……。それに万が一、ご懐妊されていた場合、流産の危険性が伴います！」

「りゅ、流産!?」

　アイリーンはぎょっとして、その場で硬直する。

「そ、それはまずいわ！　わたくしここから一歩も動けなくなったけれど、これからどうすればいいの!?　どうやって部屋に戻ればよいのかしら？」

　アイリーンが焦るも、ブレンダは冷静だ。

「いや、普通には歩いてください。それはぜひ」

「そ、そうね!!」

　アイリーンは再び歩こうとして、はたと足を止めた。きょろきょろと辺りを見回し、見慣れない景色に戸惑う。

「ねえ、ブレンダ。そう言えば、ここはどこかしら……？」

「え？」

　ブレンダもきょろきょろと辺りを見回すが、夕方近いとはいえ昼間だというのに人気のない薄暗い廊下には誰もいない。どうやらウォーキングに夢中になるがあまり、城の奥、ずいぶん端まで来てしまったようだ。ここがどの棟かもわからない。

「どうやったら帰れるの……？」

　アイリーンは不安になる。カッシング王国とは違いドノヴァン王国の城は大きく、広いので、一日あってもすべてを回りきれないほどだということに、いまさらながら気づかされた。せめて使用人か衛兵でもいてくれたら……。

「道はどこまでも続いているものですから、歩いていればいつか帰れますよー」

　呑気なブレンダだったが、続いて現れた人影を前にしては、さすがにそうも言っていられなくなったらしい。

「え……」

　唖然とした声が、ブレンダの口から漏れ出る。

　角から顔を隠した兵士たちが、こちらに向かって歩いてきていた。その不穏な様子に、アイリーンとブレンダは困惑する。兵士たちの目的はこの先の廊下や部屋などではなく、明らかに自分たちだったからだ。

「あの、どちらの所属の兵士かわかりませんが、わたくしたちは部屋に帰るところなのでこれで――」

　覆面兵士たちに囲まれるも、持ち前の気丈さでアイリーンは言った。

　すると兵士のひとりから、見知ったような声が聞こえる。

「帰る必要はありません。妃殿下におかれましては、これから行っていただきたい場所がございますゆえ」

「……バージル？」

　アイリーンが眉間にしわを刻んで尋ねると、声の主がぴくりと動いた。そして諦めたような溜息を挟み、兵士の格好をした声の主は覆面を脱ぎ捨てる。

　その顔を見て、アイリーンは不可解に顔をしかめた。

「やはりバージルではないですか。なぜここに？」

「王妃さまがおひとりに……まあ、侍女がいるのは仕方ないとして、孤立されるこのときをずっと待っていたのです」

　バージルは挑戦的に言う。

「王妃さまはこれからわたしどもと地下牢へ行っていただきます」

「地下牢へ？　なぜ……」

　言いかけて、アイリーンは口をつぐんだ。

　なぜならバージルが鋭い剣をアイリーンに突きつけてきたからだ。それに合わせて、兵士たちすべてが剣を抜いてこちらを威嚇し始める。ブレンダが震えた。

　何か不穏な事態が起きていることはわかっても、いまのアイリーンたちに助けを求めるすべはない。

「さあ、おとなしくきていただきましょうか」

　だからバージルの言う通りにするしか、選択肢はなかった。

「…………」

　キッとバージルを睨みつけるアイリーンの背に、ブレンダが顔面を蒼白にして「アイリーンさま……」と呟いた。









　アイリーンとブレンダは地下牢の一室に閉じ込められていた。バージルと覆面兵士たちに促された特別室で、番兵などにも話が行き届いているらしい。お世辞にも快適とは言えないが、最低限の設備がそろった部屋だった。

　アイリーンとブレンダは特に手枷をされることもなく、部屋の中では自由が与えられている。覆面兵士たちに囲まれる中、バージルとアイリーンは対峙していた。

「いったい何が目的ですか、バージル？」

　アイリーンは毅然としつつ、単刀直入に聞く。

　バージルも同じく単刀直入に答えた。

「なあに、簡単な話です。わたしの娘、ディアドラを寵姫に加えるよう妃殿下から陛下に進言していただきたいのですよ」

「ディアドラさんを……？」

　アイリーンの眉間にしわが寄る。妖艶な踊り子姿のディアドラを思い出し、複雑な気持ちになった。あの市場調査での一件もあり、彼女にいい気持ちを抱いていないのは確かだ。セオドリックもどちらかと言えば苦手にしていたことも事実だった。

「……側室にしろということですか？」

　寵姫、という単語に抵抗を覚えそう言うと、バージルはうなずく。

「その通りです。どうです、簡単な話でしょう？」

「そんな簡単な話を、なぜここまでおおげさなことをしてまで実行したのですか？」

　当然の疑問に、バージルはくすくすと笑った。

「なんの交換条件もなしでは、あなたさまが動かないと踏んだからですよ」

「交換条件……？」

　不穏な言葉に顔をしかめれば、アイリーンの周囲にいた覆面兵士たちがまたもや剣を抜き、こちらに突きつけてくる。

　こういうことです、とバージルは言った。

「こちらの要求をこのまま聞いていただけなければ、ご自身とその侍女の命の保障はできないと申し上げておきたいところですな」

　アイリーンのうしろで、ブレンダがかたかたと震えている。

　アイリーンは彼女を守るようかばいつつ、バージルと交渉を続けた。

「陛下がおっしゃっていたことを、バージル、あなたも聞いていたはずですわ。わたくしから進言しようとも、陛下のお気持ちが覆るとは到底思えません」

　セオドリックは、アイリーンとゆっくり愛を育んでいければいいと思っている。妊活を密かに始めていたのも、セオドリックの考えが覆ることはないとわかっていたからだ。いまさら自分の言葉で、セオドリックが動くとは思えない。

　しかしバージルはまったく納得しようとしなかった。

「それならば、残念なことにお命を頂戴するしかありませんな。最終的に我が娘のディアドラが陛下の寵姫になるでしょう」

「卑怯者ですね」

　たとえ命の危機にあろうとも、簡単に脅しに屈するアイリーンではない。現在の大陸の情勢を鑑みても、自分の命がそんな簡単に天秤にかけられるものでないことはよくわかっていた。

「そんなことをすれば、カッシング王国と戦争になりますわ。わたくしが死ねば、父上が黙っていないでしょう。宰相ならば、そのぐらい予想ができて当然ではなくて？」

　挑戦的に言うも、バージルもまた負けてはいない。

「カッシング王国には悲運の死を遂げたとでもお伝えしておきましょう。無論のこと、陛下にも」

　それは暗に、密かにこの場でいまアイリーンを亡き者にできると言っているようなものだった。

「卑怯者っ!!」

　アイリーンはつい声を荒らげ、バージルを睨みつける。

　バージルは自慢の髭を揺らし、再びくすくすと笑ってみせた。

「なんとでもおっしゃっていただいて構いません。わたしの目的は、ディアドラが幸せになることなのですから」

「そんなことでディアドラさんが仮に側室になれたとして、本当に彼女が幸せだと言えるのですか？　あなたの思い違いだと、どうして考えられないのです？」

　訝しげに目を細めたアイリーンに、バージルが不敵に口角を上げる。

「幸せですぞ。ディアドラはずっと昔から陛下を好きだったのです。それこそあなたさまなどと婚姻を結ぶ前からずっと。だからアイリーン王妃、陛下があなたさまと結婚してからのディアドラの心痛がおわかりになりますまい？　あなたさまさえ現れなければ、ディアドラは陛下の正妃に納まるはずだったのですから」

「……っ」

　アイリーンは一瞬だけ押し黙ったが、やはりバージルに屈しようとは思えなかった。最後まで王妃としてのプライドを固持し、ブレンダを守ってみせると考える。

「そんなことわたくしに言われても仕方のないことですわ！　現実はわたくしがこのドノヴァン王国の王妃、セオドリックさまの正妃となったのです！　いまさらそれが覆ることなどあり得ませんわ!!」

　どんなに剣をちらつかされて脅されようとも、アイリーンはバージルの要求など最後まで突っぱねてやる気だ。

　しかしここで、バージルが手法を変えてきた。

「アイリーン王妃、陛下のご年齢はもちろんご存じでしょうな？」

「……今年、三十二歳におなりになったはずですわ」

「さよう」

　バージルが鷹揚にうなずく。

「ゆえに、このままでは無事にお世継ぎが生まれるか、はなはだ疑わしき部分がございます」

「…………」

　これにはさすがのアイリーンも何も返せなくなった。バージルの言う通りだからこそ積極的に妊活に励んできた彼女に、バージルは二の句を継がせない。

「寵姫は多いに越したことはございません。そのほうがご承知の通り、お世継ぎが生まれる確率がぐんと上がるからですよ」

「…………」

　アイリーンには、どうしてもバージルに返せる言葉が見つからなかった。

　バージルもそれをわかっているのだろう、にやりと口の端を持ち上げ、席を立つ。

「そのことをここで、一晩よくお考えになることです。明日、もう一度先ほどの要求のお答えを伺いに参りましょう」

　何も言えずに唇を噛むアイリーンとブレンダを残し、バージルは覆面兵士たちを連れて部屋を出ていった。









　先ほどからアイリーンは、眉根を寄せて考え込んでいた。

　ブレンダがさすがに我慢できずに、おそるおそるといった態で声をかけてくる。

「アイリーンさま……いったいどうするおつもりですか？」

　アイリーンはブレンダのほうを振り向き、笑顔を繕った。

「ブレンダ、まずはあなたの無事はわたくしがぜったいに保証するわ」

　しかしブレンダは、そうではないと言わんばかりに声を荒らげる。

「わたしの命のことなどどうでもいいです！　わたしのことなんかより、王妃さまが一番いい選択肢を選んでください！」

「わたくしの選択肢――」

　ここでアイリーンは、しゅんと肩を落とした。

「陛下に、ディアドラさんを側室にするよう進言しようと思うわ」

「えっ……!?」

　ブレンダが驚いて声を上げる。

「あのような宰相の要求に屈されるおつもりですか!?」

「いやだけれど、結果的にはそうなるわね」

　ほかに選択肢などないとばかりに、アイリーンが溜息をついた。

「そんな……王妃と陛下は、おふたり仲睦まじく、いまとてもいい関係なのにっ……側室など入ってしまったら、その仲を引き裂かれることにもなりかねませんよ!!」

　勢いよくブレンダは言葉を継ぐ。

「そりゃあ、わたしだってバージルさまのご意見はごもっともかと思いました！　でもアイリーンさま、あなたさまがあのような卑怯な要求に応じる必要はこれっぽっちもありませんよ!!」

「ブレンダ……」

　己の侍女の思いやりに、「ありがとう」とアイリーンは彼女の手を握った。

「心細い思いをさせてごめんなさいね。すぐにここから出ましょう」

「えっ……出る？　この牢屋から？」

　きょとんとするブレンダに、アイリーンは重々しくうなずく。

「もちろんよ。明日までなんて待っていられないもの。それにわたくしが部屋にいないとなったら、きっと陛下は心配されるわ……。おそらくバージルが何かうまく言いくるめているはずだとは思うけれど、わたくしは陛下を不安にさせたくないの」

「アイリーンさま……」

　アイリーンのセオドリックへの愛に、ブレンダは感激した。

　それでも……と、アイリーンは自分の行き着いた考えを告げる。

「陛下の愛に甘えてばかりではいけないと思うの」

「…………」

　ブレンダが眉を落として、泣きそうな顔になった。

　アイリーンはそんなブレンダの髪に手を添え、優しく撫でる。

「わたくし以外にも誰か寵姫がいたほうが、きっとドノヴァン王国のためになるわ。それはバージルが言うまでもない、確かな事実だから……陛下と話し合い、ディアドラさんを側室に迎え入れるよう進言するわ」

「アイリーンさま……それはきっとあなたさまにとって、とてもおつらいことだと思います」

　ブレンダはそう前置くも、やはり反対の立場は崩さなかった。

「客観的にはすばらしいご決断ですが、わたしは――」

「いいの、ブレンダ」

　けれどアイリーンは、強制的に話を打ち切ってしまう。

「さあ、外に出るわよ。このままバージルの思い通りにさせるものですか！」

「で、でも、どうやって……？」

　ブレンダはきょろきょろと周囲を見渡すも、外に出られそうな道具などもちろんない。

　しかしアイリーンには、知識と技術があった。

「ブレンダ。わたくしの髪飾りをひとつ引き抜いてちょうだい？」

「髪飾りを、ですか？」

　ブレンダが言われた通り髪飾りを引き抜くと、アイリーンはそれを手に、迷うことなく牢屋の鍵穴に差し込んだ。そのまま意味があるのか、カチャカチャと上下左右に動かしている。

「ちょっ……アイリーンさま!?　いつそんなことを覚えられたのです!?」

　驚いたのはブレンダだ。

　アイリーンが苦笑する。

「始めたのは幼少期のころだったかしら。お父さまにおてんばやはねっかえりが過ぎて部屋に閉じ込められたとき、よく鍵破りをして脱走していたの」

「……そんな昔からなさっていたのですね」

　幼少期から一緒にいるブレンダだが、彼女も幼かったので、そこまでには考えが及ばなかったようだ。だからこんな特技がある主人を前に、口をあんぐり開けている。

　アイリーンは得意げな顔をしたまま、鍵穴をカチャカチャ言わせていた。
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「そうよ。だからこんな牢屋、わたくしの手にかかればなんの問題もないわ。わたくしの非力を信じて見張りも置いていないんだもの。簡単に脱走できるわ」

　おそらくは見張りなどを置けば、密事が明るみに出るおそれがあるからだろうと思われたが、それはアイリーンにとっては好都合でしかなかった。

「……ものすごく心強いですが、なんかいろいろ不安になりました」

　そんなふうに感想を述べるブレンダに、アイリーンは「ふふふっ」と笑ってみせた。

















五章　皇帝の決断












　アイリーンは牢屋を抜け出したあと、ブレンダとともになんとか部屋に戻った。ブレンダを先に休ませ、自らはセオドリックの私室に赴く。夜半に現れたアイリーンに驚くも、セオドリックは部屋の中に迎え入れてくれた。

「どうしたんだ、アイリーン？　バージルから今日は女子会だと聞いていたが――」

「じょ、女子会……」

　バージルの言い訳も大概だと、アイリーンは思う。しかしいまはそれどころではないと、勢い込んで聞いてみた。

「セオドリックさま、大事なお話がございますの！」

「なんでも言ってごらん」

　ソファに腰かけたセオドリックが手招きしてくる。

　アイリーンはその膝に腰かけたい衝動に駆られたが、ここで甘えてはいけないと自分を律した。

「ディアドラさんを側室に迎えてください！」

「――――」

　あまりに衝撃的なことを言われたのか、セオドリックが押し黙ってしまう。

　アイリーンは言葉を続ける。

「ドノヴァンのお世継ぎ問題は深刻だと思いますわ。正妃のわたくししかいないからです。わたくしがいつ懐妊するかわからない以上、可能性が多いほうが――」

　しかしアイリーンの目から、自然にぽろりと涙が零れた。

　それを見てセオドリックが立ち上がり、こちらに向けて歩いてくる。

「アイリーン……」

　愛しそうに名を呼ぶだけで抱き締めてくれるセオドリックに縋り、アイリーンはついに泣き出した。ブレンダがいた手前、ずっと気丈に振る舞っていたが、世継ぎ問題に関しては、本当は不安で悲しくて仕方なかったのだ。

「うっ……ご、ごめん、なさい……こんな、つもりでは――」

「いったいどうしたんだ……急にそんなことを言うなんて」

　セオドリックが抱擁を解き、アイリーンと顔を見合わせる。

「私はいまのままでいいと言っただろう？　なんでそんなに悩んでいるのだ？」

「このままではダメなんです!!」

　セオドリックの考えを断ち切るように、アイリーンが泣きながら声を荒らげた。

「国の発展のためには子沢山であるほうがいいに決まっております！　けれどセオドリックさまは、もう三十二歳……わたくしだけお務めに励むことは、大陸で不利になってしまいますわ!!」

「それで悩んでいたのか……」

　セオドリックは溜息をつくと、アイリーンの頭を優しく撫でる。

「アイリーン。私はそなた一筋と決めている。たとえ子供ができなくとも、そなたとの一途な愛をこの先も貫くと約束しよう」

「ダメです！　それではダメです!!」

　アイリーンがぶんぶんと首を横に振るものだから、涙が四方に散った。

「子供ができなかったら、わたくしがここにいる意味がございませんわ！　だけどディアドラさんならきっと、陛下のために――っ」

「先ほどから、なぜディアドラなのだ？　寵姫が多いほうがいいという理屈はわかったが、ディアドラにこだわる必要はあるまい。アイリーン、いったい何があった？」

「そ、それは……」

　ここでバージルのことを話せば、彼はおそらく更迭されるだろう。そうすればディアドラもただでは済まされない。アイリーンに死をちらつかせた悪漢ではあったが、アイリーンはそれを望んでいなかった。なぜならバージルの言うことは一理あり、彼の言い分もわからなくはなかったからだ。

　だからアイリーンは気がつけば、こう口にしていた。

「何もございませんわ。ただ、わたくしが不安になっただけで……今日の女子会でも、妊活の相談をしようと思っておりましたの」

「妊活？」

「はい」

　不可解に眉根を寄せるセオドリックに、アイリーンがうなずいてみせる。

「実は陛下には内緒でブレンダと妊活を始めていたのですが、なかなか成果が出なかったもので焦っていたのです」

「そうか……」

　ふむと、セオドリックがひとつ息を吐いた。

「そんなに子供がほしいのか？」

「もちろんですわ。それがドノヴァンのためですもの」

　大きく首肯するアイリーンに、セオドリックがにやりと口角を上げる。

「それなら、妊娠の確率を上げようではないか」

「セ、セオドリックさま？」

　セオドリックの瞳に情欲の灯火を感じて、アイリーンの身体がぴくりと反応した。

　セオドリックはアイリーンを横抱きにすると、そのまま寝室のほうへ運んでいく。

「へ、陛下ぁ!!　大事なお話の最中にこんなこと!!」

「何を言う？　アイリーン、そなたが望んだことだぞ？」

　くすりと笑うセオドリックに、アイリーンはベッドの上に下ろされた。

「そなたのいない夜は寂しいと感じていたところだ。今夜もアイリーンの熱を感じられて、こんなにうれしいことはない」

「セオドリックさま……」

　アイリーンは涙目でセオドリックを見上げる。

　セオドリックは優しく唇を重ねてきた。

「ん……」

　キスが、アイリーンの身体の熱を高めていく。

　セオドリックはアイリーンの口腔内に舌を伸ばし、唾液の音を立てて絡ませ始めた。歯列、歯茎、口蓋と、余すところなく舐めていく。

「はぁ……ん、ぁ……んんっ……ぅ、う……」

　ぴちゃ、ぴちゃりと、いやらしい水音が室内に響き、淫靡な雰囲気を醸し出す。

　アイリーンは自然と腕をセオドリックの首に回し、彼を抱き寄せていた。

「ああ、アイリーン……そなたとのキスは、本当にとろけてしまいそうだ」

「セオドリックさ、まぁ……っ、わ、わたくしも――」

　とろけそうだ。それほどまでにセオドリックのキスは甘く、気持ちいい。

　セオドリックは、今度は口から頬、耳と、キスを散らしていく。

　耳朶を食まれて、耳殻を舐められて、くすぐったくてアイリーンは身をよじった。

「やぁ、あっ……！」

「ふふ、アイリーンはここが弱いな」

　ベッドではなぜか消極的になってしまうアイリーンは、セオドリックにされるがままだ。こうして皇帝の甘く淫らな調教は続いていく。

「あ、あ……セオドリックさまぁ……」

「こんな時間にドレスのままか。脱がすのに骨が折れそうだ」

　苦笑するセオドリックが、アイリーンのきつく締められた胸元に手をかける。

「ごめんなさい……こんなつもりで伺ったわけではなくて……」

　そう言い訳したのだったが、セオドリックはくすりと笑うだけだ。

「夜に夫の部屋に来るという意味がわからないほど、そなたは子供だったかな？」

　そう問われ、アイリーンはかあっと赤くなった。

　セオドリックは身体を下にずらすと、ドレスをまくり上げていく。一枚、一枚丁寧に、ペチコートまでめくられてしまい、ついにドロワーズが露わになった。

「あっ……ダメぇ……!!」

「ダメ、ではないだろう？」

　セオドリックは遠慮なく、ドロワーズを引き下ろす。ついでに靴まで脱がされた。

　秘部からは銀糸が引いており、そこがすでに潤っていることがわかってしまう。

「い、やっ……恥ずかしい！」

「私とそなたの間で、恥ずかしいことなどもう何もない」

「で、でも――」

　ためらうアイリーンの足の間に顔を入れ、セオドリックは彼女の内ももにつうっと舌を走らせた。

「ひ、ぁあっ!?」

　ぞくりと、背筋から電流に似た刺激が駆け上がっていく。

　チュ、チュッと音を立て、セオドリックの唇が秘部に近づいた。アイリーンの秘密の花園はじくじくと疼いており、セオドリックの愛撫をいまかいまかと待ち望む。

「あ、あっ」

「ん……アイリーン、こんなに濡らして……」

　セオドリックの舌が、ついに秘孔の蜜だまりをぺろりと舐めた。

「ひゃ、ああっ、んんぅっ!!」

　セオドリックはアイリーンの足を抱え上げ、くちゅくちゅと音を立てて秘所に舌を這わせる。やがて蕾が開花して、つんと固く尖って主張をし始めた。

「ああっ……んぅっ……ひ、ぅ……んんっ」

「アイリーン、そなたの好きな部分がもう飛び出しているぞ」

「やぁ……そんな、こと、言わないでぇ……っ」

　恥ずかしくて消え入りたくなり、アイリーンは両手で顔を覆う。

　セオドリックは和毛のすぐ下にある突起を、舌でつんつんとつついた。

「あん！　そ、そこは、ダメぇっ……!!」

　えもいわれぬ快楽が、身体中に広がっていく。

　セオドリックは淫らな芽を吸い、ちゅくちゅくと口でしごいた。

「ひ、ぅうっ、ああっ、や、そんなに、しちゃっ……ああああっ」

　絶頂の予感に、アイリーンの秘孔は物欲しげにはくはくと口を開閉させている。

　ボルテージが熱い奔流となり、どんどん駆け上がっていった。

「あああ、いくっ、いっちゃうぅうっ!!」

　くっと息を詰め、アイリーンは絶頂の衝撃に耐える。がくんがくんと身体が震え、全身が痙攣した。膣内は蠕動運動を始め、ぎゅこぎゅこと中を締め付けている。

　セオドリックが顔を上げ、唇に付いた愛液をぺろりと舌で拭った。

「ああ、アイリーン……もう、私は我慢できそうにない」

　そう言って、セオドリックは下肢をくつろげる。彼の男根はすっかり勃起しており、そそり立って天を仰いでいた。

「セオドリックさ、ま」

　アイリーンは上体を起こすと、引き寄せられるように彼の肉棒に吸いつく。

「んん」

「ア、アイリーンっ!?」

　驚いたセオドリックは腰を引こうとするも、アイリーンはすっかり彼の剛直を咥え込んでいた。

　いつも調教という名の奉仕を受けていたので、たまには返したいと、アイリーンは自ら望んでフェラチオに臨んでいる。

「ん……ふ……うう……む……」

　唾液を溜めた口腔内で、一生懸命陰茎を出したり入れたりと繰り返した。

　セオドリックは眉根を寄せ、快感に耐えているようだ。

「ああ、アイリーン……いいぞ、とてもいい」

「ん、ぅ」

　アイリーンは褒められてうれしくなり、今度は舌を使ってつうっと裏筋を舐め上げ、セオドリックを悦ばせた。

「くっ……！」

　セオドリックが息を詰めると、熱を持った杭はいっそう固く、太くなる。

　アイリーンは陰茎を舐めつつ、陰嚢いんのうを手で握ったり揉んだりしてみた。

「アイリーンっ……くっ――ど、どこで覚えたんだ、そんな技を……！」

　当然の疑問に、アイリーンはいったん口を離して答える。何も隠すことなどなかったからだ。

「妊活ですわ。年かさの侍女に聞きましたの」

「そ、それは妊活とやらに感謝しないといけないな」

　ふふっと笑い、セオドリックは再び快感に耐え始めた。

　アイリーンは亀頭を口に入れ、手で竿を上下にこする。すると鈴口から透明な液が滲み出し、アイリーンの口腔内に酸っぱい味が広がった。

「アイリーンっ……こ、このままでは、私もイってしまいそうだ……！」

「ん、うっ」

　アイリーンは承知とばかりに、こくりとうなずいてみせる。それからじゅくじゅくと音を立て、口淫を続けた。

「はあ、はあっ」

　セオドリックが肩で息をして、悦楽から逃れようと躍起になっている。

　それでもアイリーンの口での抽挿が激しく、やがて限界が訪れたようだ。

「くぅっ……ア、アイリーン……、イク、イクぞっ!!」

「んむっ」

　瞬間、どくりとアイリーンの口腔内に白濁がぶちまけられる。

「は、ぁっ」

　セオドリックはアイリーンの頭を押さえ、彼女の中に己のすべてを注ぎ込んだ。

　アイリーンは懸命に、それをこくこく嚥下していく。

「ん、ん、ぅ」

　こくり、こくりと飲み込んでいくも、あまりに量が多かったため、口角から白濁が零れ出てしまう。つうっと糸を引いた精液が、扇情的にアイリーンの顎に伝った。

「アイリーン」

　セオドリックが自らのシャツの袖口で、アイリーンの顔を拭う。

「無理をさせてすまなかったな。つい気持ちよくて……」

「いいんです。セオドリックさまが悦んでくださるのであれば」

　ようやくすべてを飲み込み、アイリーンはそう口を開いた。

　セオドリックは微笑み、彼女の唇に優しくキスをする。

「アイリーン。いつもの体位だと、その格好ではせっかくのドレスを破ってしまうかもしれん。だから今日は、私の上に乗ってくれないか？」

「上、ですか？」

　数多くセオドリックと交合してきたが、上に乗ったことはなかったので、アイリーンはドキドキと胸を高鳴らせた。

「そうだ」

　短く告げ、セオドリックが仰向けに寝そべる。そしてアイリーンに自分を跨がらせるよう促した。

　アイリーンはされるがまま、セオドリックの陰茎の上に蜜口がくるよう上に乗る。

　セオドリックの息子は、イったばかりだというのにすでに勃ち上がっていた。

「アイリーン、そのまま腰を落とすんだ」

「は、はい」

　アイリーンは言われた通り、そっと腰を落としていく。蜜口に、くちゅっとセオドリックの先端が当たった。

「あっ……！」

　それだけで感じてしまい、アイリーンの蜜壺からはとろとろと愛液が流れ出る。

　ふんだんな蜜をまとわせたセオドリックの剛直が、ゆっくりとアイリーンの中へ入っていった。

「ああ、ああああっ!!」

　媚肉を押し広げられる感覚に、アイリーンはぞくぞくと背筋を震わせる。

　熱杭が、段々と膣内を貫いていった。

「や、ぁっ、気持ちいっ……セオドリックさまぁっ!!」

「くっ……アイリーン、悦いぞっ」

　セオドリックは下からアイリーンの腰を持ち、自らも下肢を押し上げて中を穿つ。

　ずんっと、最後まで入り、充足感にはあはあとふたりは息を切らせた。

「ああっ……セオドリックさま、これ、すごく深い、ですわ……っ」

「そうだな。そなたの体重がそのままかかっているから、余計に奥まで届く」

　動けるか？　と言うセオドリックに従い、アイリーンはゆっくりと腰を上げ下げし始める。

「んんっ、う、あ、はぁっ、んぅっ、や、ぁああっ、はんっ」

　自分で動くことは若干疲れるけれど、それ以上に奥深くに入る感覚に、アイリーンは酔いしれた。

　セオドリックもまたそれを手伝うように、下から突き上げていく。

「ああっ、んんっ、は、んぁあっ、セオドリックさまぁっ、ああっ」

　ぐちゅり、くちゅりと、結合部からは絶えずいやらしい水音が響いた。

　セオドリックは腕を伸ばし、アイリーンのドレスを上から胸元が露出するまで引き下ろす。ぽろりと零れた乳房を、ぐいぐいと押し回した。乳首が自然に尖っていく。

「はぁんっ、そ、そんなにしたら、ああ、や、ダメぇっ、ああんっ、あんっ」

「ああ……なんて淫らな格好なのだ、アイリーン」
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　セオドリックの目が妖しい光を湛え、アイリーンの中を穿つ。

　がつん、がつんとセオドリックの先端が子宮口をノックしており、アイリーンは再びきそうな絶頂の予感に身を震わせた。

「セオドリックさ、まっ……わたくし、このままではっ……イって、しまいそうっ」

「いいぞ、イクんだ」

「で、でもっ」

「なぜためらう？」

　当然の疑問に、アイリーンは喘ぎながら答える。

「妊活では、ああっ、一緒にいくのが、んぅっ、効果的だと、あ、聞いたのですっ」

「なるほど」

　ふっと、セオドリックが口元を緩めた。

「アイリーン。そなたは本当に面白い。そんなそなただから、私は愛しているのだ」

「え――」

　この上ない愛の告白に、アイリーンの目が大きく開かれた。そして自然と、涙が浮かんでしまう。

「わ、わたくしも、わたくしも、愛しているんです……！　あなたさまを、セオドリックさま……!!」

「ああ、アイリーン!!」

　セオドリックが上体を起こし、向かい合う体勢となる。

　唇が触れ合い、深いキスとなってふたりは繋がっていた。

「んぅ、あ、セオドリックさま、セオドリックさまぁっ!!」

　愛を語り合うアイリーンとセオドリックは、座位で重なる。

　アイリーンは上から腰を落とし、セオドリックは下から突き上げ、ぐっちゅんずっちゅんと互いに翻弄し合った。

「あああ、も、もうダメぇ……！　セオドリックさまぁっ!!」

「私もだ……私もっ……一緒にイこう、アイリーン!!」

　ずんっと、ひときわ大きくセオドリックが突き上げた瞬間、アイリーンはびくびくと身体を震わせて達する。

　それに合わせて、セオドリックも吐精した。びゅくびゅくと音が鳴りそうなほど激しく白濁をまき散らし、子宮内に精子を注いでいく。

「ああ、あ……」

　これ以上にない充足感と満足感に、アイリーンは肩を震わせた。セオドリックに抱きつき、倒れそうになる自分を留める。

「アイリーン……」

　セオドリックもまたアイリーンを抱き締め、ふたりは見つめ合った。

「愛している、心から」

「ああ、セオドリックさま……わたくしも、わたくしも愛しておりますわ」

　誓いのキスと同じ、唇を重ねるだけのキスをする。

　今宵、この交わりが懐妊の転機となるとは、アイリーンもセオドリックもまだ想像していなかったのであった。

















終章　子宝に恵まれて












　最終的にアイリーンは、バージルの愚行をいっさい糾弾しなかった。しかし市場調査にディアドラがいたことや側近の情報から、バージルがアイリーンを地下牢に連れて行ったことをセオドリックが知り、彼がバージルを更迭した。そしてディアドラはドノヴァン王国と友好を築きたいと望む国へ嫁がせた。

　それから五年のときが流れた――。

「これにて朝議を終了とする」

　セオドリックの解散の合図に、側近と宰相以外の全員が下がっていく。と同時、謁見の間の扉が開き、小さな子供たちがふたりなだれ込んできた。

「父上！　今日こそ剣で勝負してください！」

「母上！　絵本読んでください！」

　四歳のブライアン、そして三歳のコーディだ。ブライアンはセオドリックの元へ、コーディはアイリーンの元へ走っていく。

「陛下、妃殿下!!」

　ふたりの子供を押しのけるように声を上げたのは、新宰相だった。

「なんだ？」

　玉座のセオドリックが答え、隣に座るアイリーンも顔を向ける。

　新宰相は昨今の王夫妻の子育てに対して文句があるらしい。

「ブライアンさまとコーディさまのいたずらが目に余りますぞ！　おふたりがそのように甘すぎるからいけないのです！」

　ブライアンはドノヴァン王国の第一王子、コーディは第二王子に当たる。紛うことなきアイリーンとセオドリックの実子であった。

　新宰相が言うところ、そのふたりの言動が王族らしくないと城で物議を醸しているらしい。

「ですから――」

「おとうさまー、おかあさまー！」

　新宰相の言葉を切るように、続いてやってきたのは、まだ二歳の小さな女児だった。くりくりの目とカールしたピンク色の髪が、アイリーンにそっくりである。

「チェルシー王女!!」

　ぴしゃりと叱ったのは新宰相だ。

「王城内を走ってはいけないと、あれほど申し上げたはずです!!」

　チェルシーはしゅんとして立ち止まり、肩を落とした。チェルシーはセオドリックとアイリーンの第三子、この国の第一王女に当たる。

「……おかあさまだってときどきはしっているもの」

　チェルシーの言い訳に、アイリーンは苦笑するしかない。

　そしてやはり矛先は、チェルシーからアイリーンに向けられた。

「アイリーン王妃がそのような子育てをなさっているから、三人は――」

　くどくど言う新宰相の苦言は、まだまだ長く続きそうだ。

　アイリーンはうんざりして、大きなお腹をさすった。その中には四人目となる子供がいる。アイリーンはさすがおてんば・はねっかえり王女として有名だったこともあり、なんと超安産型だった。命がけと言われる出産にも毎回耐え、三人の元気な子を産み育て、いまは四人目を身ごもっている。

「胎教に悪そうなので、そこまでにしておいてくださいな」

「ああ、アイリーンの言う通りだ」

　アイリーンとセオドリックの言葉に、新宰相はぐっと返答に詰まる。

「……失礼いたしました」

　セオドリックは子供たちを含め、新宰相と側近を下がらせ、アイリーンとふたりきりになることを望んだ。

　ふたりきりになると、セオドリックはさっそくアイリーンを玉座に呼び寄せる。

「アイリーン、こっちにおいで」

「はい、セオドリックさま」

　玉座の前に立つと、セオドリックが手を伸ばしてアイリーンの腹部に触れた。するとぴくんと、胎児が腹を蹴る。まるでセオドリックに挨拶しているようだった。

「おお！　この子も元気な子になりそうだな!!」

「はい。だって、セオドリックさまのお子ですもの」

　アイリーンが微笑むと、セオドリックは思わずといった態で苦笑する。

「いや、アイリーン……そなたの血筋が大きいと、私は子供たちを見ていて常々思うのだ」

「まあ！　わたくしはおてんばでもはねっかえりでもございませんのよ？」

　アイリーンはセオドリックにそう言った。

　ふたりは笑い合い、いまの幸せを噛み締めるのであった。







了










著者紹介




御子柴　くれは（みこしば・くれは）


２０１５年に小説賞受賞、電子書籍で商業デビュー。２０１８年に紙書籍『セレブ社長と偽装結婚　箱入り姫は甘く疼いて!?』を竹書房・蜜夢文庫より出版。『異世界購買部！　学生食堂はじめました。』（コスミック出版・コスミック文庫α）でライトノベルに進出。東京都出身のフリーライター。早稲田大学卒業、大学院は中退。１９８４年４月生まれのＢ型。








Copyright © 2022 Kureha Mikoshiba All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		序章　はねっかえり王女の政略結婚



		一章　結婚相手と初対面



		二章　波乱の初夜



		三章　愛と調教の日々



		四章　さらわれた王妃



		五章　皇帝の決断



		終章　子宝に恵まれて

















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg
fElFER<NIE
g L





item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





